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　元
年
度
予
算
は
宮
下
町
政
初
年
度
で
あ
り
、

骨
格
予
算
と
し
て
の
位
置
づ
け
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
。

　一
般
会
計
は
期
中
に
５
回
の
補
正
を
組
み
歳

入
67
億
３
百
万
円
、
歳
出
63
億
６
千
９
百
万
円
、

不
要
額
３
億
６
千
９
百
万
円
で
あ
っ
た
。

決
算
の
判
断
材
料
と
な
る
基
礎
数
字
の
把
握
、

数
値
分
析
が
不
十
分
で
あ
り
、
要
求
さ
れ
て
数

字
の
公
表
等
行
わ
れ
る
場
面
が
随
所
に
目
立
ち
、

決
算
資
料
作
成
後
、
課
毎
の
次
年
度
に
向
け
て

の
分
析
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　昨
年
の
決
算
審
議
で
も
、
予
備
費
よ
り
他
の

科
目
へ
の
充
当
及
び
科
目
間
流
用
に
つ
い
て
は
、

議
会
へ
の
報
告
を
強
く
求
め
、
行
政
側
も
理
解

を
示
し
て
い
た
が
今
年
度
も
同
じ
結
果
と
な
り

残
念
で
あ
り
、
議
会
軽
視
と
言
わ
れ
て
も
仕
方

な
い
。

　同
じ
こ
と
が
監
査
報
告
書
の
な
か
に
も
、
毎

年
同
じ
指
摘
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

　行
政
は
議
会
の
指
摘
、
監
査
の
指
摘
を
真
摯

に
受
け
止
め
、
次
年
度
で
は
少
し
で
も
改
善
さ

れ
な
く
て
は
意
味
が
な
い
。

　資
料
が
出
来
て
終
了
で
は
な
く
、
次
年
度
に

向
け
て
の
検
討
を
望
む
。

宮
下
町
政
一
年
目
の
事
業
成
果
と
結
果
を
問
う

　令
和
元
年
度
決
算
は
監
査
審
査
を
踏
ま
え
て
総
括
質
疑
を
慎
重
に
行
い
認
定
し
た
。

住
民
の
税
金
が
有
意
義
に
使
わ
れ
た
か
、
前
年
度
議
会
の
指
摘
事
項
、
監
査
の
課
題
な
ど

の
進
捗
状
況
、
指
標
と
な
る
経
常
収
支
比
率
な
ど
に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
し
た
。

質
問

 

出
生
数
の
減
少
を

ど
う
食
い
止
め
る
か
。

答
弁

　移
住
定
住
の
促
進
、

子
育
て
に
関
す
る
情
報
発

信
の
充
実
、
働
き
方
改
革

な
ど
各
課
横
断
的
に
対
策

を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

質
問

 

出
生
数
が
元
年
度

減
っ
た
と
い
う
特
別
の
原

因
は
あ
る
か
。

答
弁

　原
因
は
特
に
な
い
。

子
育
て
支
援
策
が
他
市
町

村
よ
り
遅
れ
て
い
る
と
は

思
わ
な
い
。
情
報
の
発
信

方
法
を
次
年
度
予
算
の
な

か
で
盛
込
み
た
い
と
思
う
。

質
問

 
経
常
収
支
比
率
が

高
く
事
業
の
硬
直
化
に
つ

な
が
る
が
対
策
は
。

答
弁

　若
い
方
を
自
信
を

も
っ
て
送
り
出
し
、
自
信

を
も
っ
て
迎
え
入
れ
る
町

に
し
て
い
か
な
い
と
年
上

の
世
代
の
面
倒
を
見
る
世

代
が
い
な
く
な
る
。
回
り

道
に
見
え
る
が
叶
え
た
い

夢
を
実
現
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
が
大
切
で
あ
る
。

質
問

 

保
養
宿
泊
施
設
の

老
朽
化
に
つ
い
て
、
同
じ

指
摘
を
何
年
も
さ
れ
、
改

善
さ
れ
て
い
な
い
。
町
民

に
と
り
清
流
苑
は
大
事
な

施
設
で
あ
る
。

元年度　
決算認定

答
弁

　ま
つ
か
わ
の
里
を

含
め
て
先
進
地
の
視
察
、

公
営
企
業
経
営
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
も
お
願
い
し
て
、
方

向
性
の
研
究
を
経
営
者
会

議
の
な
か
で
順
次
始
め
て

い
る
。

質
問

 
不
納
欠
損
金

に
つ
い
て
特
に
固
定

資
産
税
の
相
続
放
棄

な
ど
の
事
案
で
は
、

納
税
義
務
者
死
亡
の

た
め
、
年
度
毎
に
時

効
が
完
成
し
て
い
る

事
案
が
多
数
あ
る
。

対
策
は
。

答
弁

　督
促
状
、
電

話
照
会
な
ど
で
死
亡

者
の
把
握
を
関
連
部
署
と

連
携
を
と
り
な
が
ら
行
い
、

強
制
的
に
相
続
を
さ
せ
、

債
務
者
を
特
定
し
て
い
く

こ
と
も
、
現
在
や
っ
て
い

る
。

議
会
の
視
点
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　令
和
元
年
度
の
実
質
収
支
は
２
億
９
，５
５
４

万
円
の
黒
字
、
実
質
収
支
比
率
は
７
・
２
％
、
県

下
の
町
村
の
平
均
を
０
・
２
％
下
回
っ
て
い
る
が

標
準
財
政
規
模
か
ら
み
る
と
、
概
ね
適
正
と
言

え
る
。

　町
債
残
高
は
一
般
会
計
、
特
別
会
計
合
わ
せ

て
総
額
９０
億
３
，９
０
５
万
円
、
実
質
公
債
比
率

６
・
２
％
と
総
じ
て
健
全
な
財
政
状
況
が
維
持
さ

れ
て
い
る
。

　高
齢
化
社
会
の
進
行
や
人
口
減
少
の
な
か
、

公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
を
は
じ
め
新
施
設
の

整
備
計
画
な
ど
財
政
運
営
環
境
は
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。

　特
別
会
計
を
含
め
た
未
収
金
は
、
不
納
欠
損

処
分
に
よ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
全
体
的
に
は
減

少
傾
向
で
あ
る
。

　歳
入
規
模
に
見
合
っ
た
歳
出
構
造
を
考
慮
す

る
な
か
で
、
将
来
的
に
持
続
可
能
な
財
政
運
営

が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
コ
ス
ト
意

識
が
求
め
ら
れ
る
。

　税
は
公
正
で
偏
り
の
な
い
賦
課
が
原
則
、
次

年
度
予
定
の
固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
及
び
評

価
基
準
の
見
直
し
な
ど
は
慎
重
な
対
応
を
求
め

る
。　事

務
事
業
及
び
予
算
執
行
等
は
、
概
ね
適
正

と
判
断
す
る
。

監
査
の
視
点

質
問

　予
備
費
よ
り
の
大

き
な
金
額
の
充
当
が
あ
る
。

今
年
度
は
決
算
付
則
資
料

で
提
出
さ
れ
て
い
る
が
年

度
中
に
は
補
正
予
算
で
対

応
で
き
る
と
思
う
が
提
案

も
な
か
っ
た
。

　全
協
の
中
で
説
明
を
し

た
と
言
う
が
記
憶
に
な
い
。

答
弁

　臨
時
会
に
お
諮
り

し
な
か
っ
た
部
分
も
あ
る
。

今
後
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

考
え
な
が
ら
進
め
る
必
要

が
あ
る
。

質
問

　不
要
額
に
つ
い
て

課
別
に
精
査
し
て
問
題
点

の
把
握
を
し
、
次
年
度
予

算
に
反
映
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ど
ん
ぶ
り
勘
定
で
予
算
設

定
を
し
て
い
て
は
困
る
。

答
弁

　今
回
は
不
要
額
調

書
を
作
成
し
た
が
分
析
ま

で
は
行
っ
て
い
な
い
。
あ

ま
り
無
理
し
て
絞
り
す
ぎ

て
執
行
で
き
な
く
な
る
こ

と
は
、
怖
い
と
い
う
の
が

率
直
な
感
じ
。

質
問

　元
年
度
の
新
規
事

業
の
検
証
と
そ
の
効
果
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
予

算
が
あ
り
決
算
が
あ
る
。

き
っ
ち
り
と
効
果
を
だ
し

て
頂
き
た
い
。

答
弁

　高
齢
者
重
症
化
予

防
対
策
に
つ
い
て
は
診
察

結
果
を
見
な
が
ら
窓
口
で

保
健
師
と
直
接
指
導
が
で

き
た
。

　サ
マ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
の

目
的
の
一
つ
の
夏
休
み
中

の
居
場
所
づ
く
り
、
森
林

セ
ラ
ピ
ー
に
あ
っ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
作
り
と
ガ
イ
ド
の

育
成
を
行
っ
て
い
る
が
、

養
成
に
は
時
間
が
か
か
り

長
い
目
で
見
て
い
た
だ
き

た
い
。

質
問

　フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
の
売
上
減
は

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
は

な
く
、
他
の
原
因
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

答
弁

　松
川
に
は
小
さ
な

お
子
様
向
け
の
利
用
で
き

る
施
設
が
な
く
、
後
発
で

お
子
様
向
け
設
備
の
あ
る

施
設
に
利
用
者
が
流
れ
た

影
響
が
大
き
い
。

質
問

　ツ
リ
ー
ド
ー
ム
の

利
用
者
数
は
な
ぜ
出
て
こ

な
い
。
決
算
資
料
と
し
て

判
断
す
る
材
料
と
し
て
公

開
す
べ
き
と
考
え
る
。

答
弁

　宿
泊
者
数
３
６
８

人

　売
上
は
４
９
１
万
円
。

質
問

　介
護
保
険
特
別
会

計
の
差
引
残
高
が
２
２
１

万
円
と
大
変
少
な
い
。

答
弁

　保
険
料
は
県
下
で

も
下
か
ら
５
番
目
の
低
さ

だ
。
介
護
予
防
に
力
を
入

れ
、
不
足
が
発
生
し
た
場

合
に
は
準
備
基
金
を
活
用

す
る
。

質
問

　発
電
設
備
の
剰
余

金
を
入
学
金
事
業
の
財
源

と
し
て
い
る
が
、
町
内
全

世
帯
が
恩
恵
を
受
け
ら
れ

る
財
源
で
は
な
い
の
か
。

答
弁

　子
育
て
の
み
の
財

源
で
は
な
い
と
思
う
。
検

討
の
価
値
は
あ
る
の
で
検

討
す
る
。

空中回廊を楽しむ修学旅行生
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一般会計・特別会計
項　　目 予算現額 支出済額 不 要 額

一般会計 67億377万円 63億6,913万円 3億6,907万円

国民健康保険事業特別会計 12億1,620万円 12億68万円 4,086万円

後期高齢者医療特別会計 1億6,646万円 1億6,561万円 283万円

介護保険事業特別会計 13億3,200万円 13億2,975万円 541万円

保養宿泊施設事業特別会計 5億361万円 4億6,941万円 3,378万円

発電事業特別会計 1,578万円 1,012万円 517万円

合　　　　計 99億3,780万円 95億4,470万円 4億5,713万円

公営企業会計
項　　目 収益合計 費用合計 当年度純利益

水道事業会計 2億6,939万円 2億5,299万円 1,640万円

下水道事業会計 6億2,852万円 6億1,316万円 1,536万円

合　　　　計 8億9,791万円 8億6,615万円 3,176万円

合計数値は四捨五入の関係で合致しません。
不要額については議会としても問題視し、討論した。

経常収支比率
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ここがポイント
　町の財政を判断する重要な指標の一

つで、行政を運営するにどうしても必

要とする経費がどの位かを示している。

割合が高ければ住民サービスとして使

える経費が少なく、当然十分なサービ

スが出来なくなる傾向となる。

　令和元年度は下水道事業の地方公営

企業法適用化に伴い改善されたように

見えるが、実質は前年と同程度の数値

であり改善されていない。

　一般的には７０～８０とされ、松川町は

高く硬直化に繋がり改善を求める。

ここがポイント
　基金（貯金）は万が一の場合に備え

る性質もあるが、必要以上に基金を積

み立てず、十分に住民サービスを行う

ことが望ましい。

　起債（借金）は減少しているが、下

水道事業会計が大半を占めており、な

お一層計画的に減額させることを望む。

今後、大型事業も予定されている。

　町民としても今後注視していく必要

がある。
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討 

論

議場で諮られる重要案件

　地
方
自
治
法
に
則

り
、
議
会
を
招
集
し
、

臨
時
会
と
い
う
の
が

基
本
で
あ
る
。
議
会

を
開
催
す
る
期
間
が

な
か
っ
た
の
か
疑
問

が
残
る
。
黒
沢
議
員

　地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ

き
令
和
２
年
８
月
17
日
付
け
で
専
決
処
分
が
行
わ
れ
、

８
月
24
日
の
全
員
協
議
会
に
て
報
告
を
受
け
、
定
例

会
に
て
承
認
さ
れ
た
。

質
問

　専
決
処
分
と
い
う

の
は
、
議
会
を
開
く
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
に
限
っ

て
、
町
長
が
執
行
で
き
る

も
の
で
あ
る
。
今
回
の
専

決
処
分
は
臨
時
会
が
終
了

し
て
か
ら
20
日
ほ
ど
の
間

に
、
過
去
に
例
の
な
い
７
，

７
０
０
万
円
余
と
い
う
、

大
き
な
額
の
予
算
が
議
会

に
諮
る
こ
と
な
く
執
行
さ

れ
た
。
な
ぜ
臨
時
会
が
召

集
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

答
弁

　災
害
に
つ
い
て
は
、

６
月
の
終
わ
り
か
ら
７
月

の
前
半
に
か
け
て
発
生
し

た
も
の
で
、
応
急
対
応
で

被
害
の
精
査
、
復
旧
方
法

の
検
討
を
し
て
い
た
。
新

専
決
処
分　
一
般
会
計
第
六
回
補
正　

臨
時
会
の
必
要
性
を
問
う

型
コ
ロ
ナ
の
経
済
対
策
に

関
す
る
予
算
対
応
に
つ
い

て
も
、
内
部
で
協
議
を
し

て
い
た
。

　必
要
な
所
要
額
を
固
め

て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
が

８
月
の
上
旬
位
迄
か
か
っ

て
し
ま
い
、
臨
時
会
を
開

催
で
き
な
か
っ
た
。

質
問

　小
規
模
事
業
者
応

援
給
付
金
事
業
費
の
増
額

４
，０
０
０
万
の
根
拠
は
。

　町
内
に
ど
の
位
の
小
規

模
事
業
者
件
数
が
あ
る
の

か
。

答
弁

　既
に
３
１
４

件
の
申
し
込
み
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
農

業
経
営
体
数
は
２
０
１
５

年
度
末
で
８
０
８
件
、
Ｊ

Ａ
の
果
樹
部
会
が
６
３
０

名
、
こ
の
数
字
を
基
礎
に

数
字
を
出
し
た
。

　商
工
業
で
は
、
小
規
模

事
業
者
が
５
７
８
社
と
い

う
数
字
が
出
て
い
る
。

 

一
、
普
通
地
方
公
共
団
体

の
議
会
が
成
立
し
な
い
と
き
、

第
百
十
三
条
但
書
の
場
合
に

お
い
て
な
お
会
議
を
開
く
こ

と
が
で
き
な
い
と
き
、
普
通

地
方
公
共
団
体
の
長
に
お
い

て
議
会
を
招
集
す
る
暇
が
な

い
と
認
め
る
と
き
、
又
は
議

会
に
お
い
て
議
決
す
べ
き
事

件
を
議
決
し
な
い
と
き
は
、

当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の

長
は
、
そ
の
議
決
す
べ
き
事

件
を
処
分
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

補正予算 単位：千円

補正予算額 補正前の額 計（補正後）

77,630 7,797,627 7,875,257

主な補正内容
歳入

科目 補正額 内容等

新型コロナウイルス
感染症対応地方創生
臨時交付金

41,200 第二次交付金 ( 補正後予算額 200,566)

財政調整基金繰入金 7,030

災害復旧事業債
( 起債 )

29,400
公共土木災害分 (2,300) ※補助対象分
公共土木災害分 (25,500) ※単独分
林業施設災害復旧 ( 小災害 ) (1,600)

歳出

事業名 補正額 内容等

指定避難所施設改修 550

指定緊急避難所として指定予定である
福与保育園 ( 遊戯室 ) について、必要と
なる施設の修繕 ( 照明器具設置・出入口
修繕 ) を行う。

小規模事業者
応援給付金
( 事業費の増額 )

40,000

新型コロナウイルス感染症対策
小規模事業者の事業継続支援を目的と
して 5 月から実施している小規模事業
者応援給付金について、申請状況を踏
まえ、事業費を増額

お店応援プレミアム
付商品券

1,200 販売代行委託料の増額

林業施設災害復旧事業 3,380
7 月豪雨による被害を受けた
林道復旧工事
林道菖蒲沢干他

道路橋梁災害復旧事業 32,500
7 月豪雨による被害を受けた
道路復旧工事
町道 126 号線 ( 柄山 ) 他

反

　
　対

地
方
自
治
法

第
百
七
十
九
条

一般会計補正予算（第 6 回）の概要
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
の
枠
は

小
中
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
整
備
ほ
か
環
境
整

備
事
業
の
運
用
は
万
全

か

旧
青
年
の
家
、
あ
と
利

用
検
討
に
係
わ
る
調
査

費
用
は
必
要
か

第 3回定例会　補正予算
旧青年の家　改修か！解体か！調査費用の是非
　新型コロナウイルスの影響により事業活動に悪影響を受けている事業所への支援継続と
7月豪雨による被害復旧経費を中心とし、小中学校GIGA スクール構想実現に向けての経
費が一般会計第 7回補正予算 5億 2,726 万円計上された。他 7特別会計で修正があった。

質
問

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
額
が
今
回

は
１
億
１
，
６
０
０
円
あ

る
が
、
松
川
町
へ
の
配
分

の
交
付
総
額
は
。

答
弁

　３
億
１
，
９
７
６

万
円
が
松
川
町
の
総
額
と

し
て
、
国
か
ら
示
さ
れ
て

い
る
。

質
問

　こ
れ
か
ら
も
ま
だ

経
済
対
策
は
必
要
で
あ
る

と
思
う
が
既
に
町
と
し
て

の
考
え
が
あ
る
の
か
。

答
弁

　町
の
経
済
状
況
、

特
に
今
後
収
穫
期
を
迎
え

る
農
業
者
の
皆
様
の
販
売

が
ど
の
よ
う
に
な
る
か
と

い
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
る
。

し
っ
か
り
見
き
わ
め
な
が

ら
迅
速
な
対
応
を
し
て
い

る
。
国
の
交
付
金
が
確
定

質
問

　学
校
以
外
に
家
庭

で
も
使
え
る
の
か
。

答
弁

　基
本
的
に
は
学
校

の
保
管
庫
の
中
で
保
管
す

る
。
学
校
の
先
生
方
と

色
々
な
使
い
道
を
協
議
中
。

質
問

　タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
購
入
費
５
，
９
５
７
万

円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
進
化

し
変
わ
っ
て
い
く
。
リ
ー

ス
の
方
が
良
い
の
で
は
。

答
弁

　リ
ー
ス
で
の
検
討

も
し
た
が
、
補
助
事
業
の

質
問

　（
仮
称
）元
気
セ
ン

タ
ー
で
は
建
物
診
断
と
耐

震
、
漏
水
、
ア
ス
ベ
ス
ト
、

断
熱
材
の
調
査
を
無
料
で

お
こ
な
っ
て
い
る
。
旧
青

年
の
家
も
無
料
に
で
き
な

い
か
。

答
弁

　ハ
ロ
ー
ミ
ヤ
に
関

し
て
の
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査

は
、
調
査
機
関
が
営
業
に

来
て
無
料
で
実
施
し
た
。

こ
の
会
社
は
、
旧
青
年
の

家
の
建
物
診
断
や
、
ア
ス

ベ
ス
ト
調
査
の
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
の
入
札
に
参
加

す
る
予
定
で
あ
る
。

し
て
い
な
い
が
、
財
政
調

整
基
金
や
あ
る
い
は
予
備

費
や
国
へ
お
願
い
し
て
い

る
部
分
も
含
め
て
、
臨
機

応
変
に
対
応
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

メ
ニ
ュ
ー
の
な
か
で
、
備

品
購
入
費
で
あ
っ
た
場
合

は
上
限
１
台
当
り
４
５
，

０
０
０
円
を
い
た
だ
け
る
。

一
番
有
利
な
補
助
を
選
択

し
た
。

質
問

　旧
青
年
の
家
の
方

向
性
を
決
め
る
た
め
の
判

断
材
料
と
し
て
提
案
さ
れ

て
い
る
が
、
多
額
な
費
用

を
か
け
る
必
要
が
あ
る
の

か
。

答
弁

　解
体
か
存
続
か
は

別
と
し
て
、
町
の
所
有
で

あ
る
の
で
調
査
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

質
問

　ア
ス
ベ
ス
ト
の
含

有
の
予
備
調
査
と
本
調
査

の
２
回
に
分
か
れ
て
い
る
。

９
月
補
正
で
は
50
万
円
で

予
備
調
査
を
実
施
す
る
が
、

本
調
査
の
内
容
は
。

答
弁

　厚
労
省
が
出
し
て

い
る
石
綿
飛
散
防
止
対
策

徹
底
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、

第
一
次
調
査
・
第
二
次
調

査
と
し
て
い
る
。
書
面
調

査
で
ア
ス
ベ
ス
ト
を
判
断

し
現
地
で
目
視
調
査
を
す

る
。
サ
ン
プ
ル
が
必
要
な

個
所
の
抽
出
を
お
こ
な
う
。

石綿（アスベスト）をその重量の 0.1％を超えて含有するすべての物の
製造、輸入、譲渡、提供、使用が禁止されている。

石綿（アスベスト）
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　旧
青
年
の
家
あ
と
利
用

検
討
会
議
支
援
業
務
の

１
０
０
万
円
は
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
選
定
に
か
か
わ
る

説
明
な
ど
金
額
の
根
拠
と

な
る
積
み
上
げ
が
不
明
確

で
あ
る
。
建
物
寿
命
調

査
業
務
委
託
の
調
査
費

１
８
０
万
円
も
、
耐
震
強

度
に
関
し
て
全
く
問
題
が

な
い
施
設
で
あ
り
、
旧
青

年
の
家
を
解
体
し
新
た
な

観
光
施
設
を
建
て
る
余
裕

な
ど
な
い
。
解
体
す
る
目

的
の
理
由
づ
け
の
た
め
に
、

税
金
を
使
う
こ
と
は
絶
対

に
賛
成
で
き
な
い
。

坂
本
議
員

反

　
　対

賛

　
　成

討

　論　旧
青
年
の
家
あ
と
利
用

の
建
物
寿
命
調
査
の
一
番

の
理
由
は
、
長
期
的
に
改

修
し
て
利
用
す
る
こ
と
の

適
否
を
判
断
す
る
と
の
答

弁
で
あ
っ
た
。
私
の
一
般

質
問
の
中
で
、
町
長
の
考

え
は
、
は
っ
き
り
と
解
体

に
向
け
て
の
意
思
が
あ
る

と
い
う
よ
う
に
判
断
を
し

た
。
解
体
あ
り
き
の
判
断

で
は
補
正
予
算
を
認
め
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。

川
瀬
議
員

　旧
青
年
の
家
あ
と
利

用
検
討
会
議
支
援
業
務

１
０
０
万
円
は
、
職
員
が

で
き
な
い
部
分
の
支
援
と

の
こ
と
だ
が
ど
の
よ
う
な

部
分
な
の
か
。
ア
ス
ベ
ス

ト
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
既
成
事
実
で
あ
る
。

町
が
単
独
に
調
査
費
用
を

一般会計補正予算（第 7 回）の概要
補正予算 単位：千円

補正予算額 補正前の額 計（補正後）

527,269 7,875,257 8,402,526

主な補正内容
歳　入（主なもの）

科　　　目 補正額

普通交付税 143,626

災害復旧費国庫負担金 105,000

公立学校情報機器整備費補助金 32,041

新型コロナウイルス感染症対応地方
創生臨時交付金

116,013

財政調整基金繰入金 △ 108,500

繰越金 100,110

町債 128,300

歳　出（主な事業の概要）
款 補正前の額 補正額 計 内容等

総務費 2,218,030 18,647 2,236,677
人財育成プロジェクト（仮称）研修委託（1,110）
令和元年度発電事業利益分（5,668）

民生費 1,787,091 △ 6,874 1,780,217 介護給付費他減（△ 5,519）後期高齢者広域連合減（△ 1,225）

衛生費 459,575 44 459,619 飯伊地区包括医療協議会負担増（3,132）

農林水産業費 555,334 66,693 622,027
小規模事業者応援給付金（増額補正 20,000）
飲食・販売・サービス業等危機突破推進支援金（増額補正及び制度拡充 40,000）
町単土地改良事業補助（5,000）

商工費 683,004 62,906 745,910

小規模事業者応援給付金（増額補正 20,000）
飲食・販売・サービス業等危機突破推進支援金（増額補正及び制度拡充 10,000）
旧青年の調査委託費（3,513）収穫体験観光等販路開拓支援事業（5,000）
保養宿泊支援（24,000）

土木費 783,627 79,450 863,077 道路維持関連工事（66,000）

消防費 316,998 △ 1,670 315,328
非常備消防費（5,511）
耐震性貯水槽設置工事減（△ 18,600）消火栓設置工事（9,000）

教育費 492,219 64,465 556,684

オンライン家庭学習のための通信環境整備事業（1,530）
学校再開に伴う感染症対策・学習保障等に係る支援事業（9,834）
公立学校情報機器整備事業（62,821）
名子原体育館 LED 化工事減（△ 6,500）

災害復旧費 35,940 195,500 231,440
7 月豪雨により被害を受けた道路等の復旧工事（195,500）
道路災害復旧工事 （184,500）農業用施設災害復旧工事 （11,000）

予備費 24,200 48,108 72,308

旧
青
年
の
家
あ
と
利
用
検
討
に
つ
い
て
の
補
正
予
算
は
妥
当
か
？

払
っ
て
調
査
を
す
る
必
要

は
な
い
わ
け
で
あ
る
。
財

政
出
費
が
多
い
な
か
で
経

費
は
抑
え
て
い
く
べ
き
。

黒
沢
議
員

　旧
青
年
の
家
あ
と

利
用
に
つ
い
て
は
、

相
当
前
か
ら
の
問
題

で
あ
り
、
来
年
の
夏

ま
で
に
県
の
方
へ
検

討
結
果
を
報
告
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
つ
ま
で
も
議
論
ば

か
り
し
て
い
て
も
町

は
良
く
な
ら
な
い
。

調
査
を
し
て
結
論
を

早
急
に
出
し
、
次
に

向
か
っ
て
い
く
べ
き

で
あ
る
。

森
谷
議
員
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答　弁

９月７日（月）社会文教常任委員会、９月９日 （水）に総務産業建設常任委員会を行い、現地
調査も実施しました。
※常任委員会制度とは、多数の議案をそれぞれ担当部門別に調査 を分担し、能率的に処理するために設置された機関です。

質問・意見

①公共交通事業者連携支援金
２９２ 万円はどのようなものか？

②防災対策費、避難所備品、パー
テーションはどんな物を検討し
ているのか。
防災倉庫建設計画があるが避難
備品が全部入るのか？

③旧松川青年の家後利用検討会
議の進め方はどのようなもの
か？

④アスベスト含有調査業務は必
要なのか？
図面や資料では分からないの
か？

⑤農業振興費のコロナ対策費は
小規模事業者応援給付金、危機
突破推進支援金の他には、支援
策があるのか？

⑥下水道事業会計の※不明水対策
費５９８万４，０００円はどのようなも
のか？

①飯田下伊那に本社や営業所のある信南交通、伊那バス、
トラビスジャパンの３社に、飯伊 １４ 町村から人口割で
負担し支給する。
信南交通 １０ ／ １０、伊那バス、トラビスジャパンは５／
１０ の支給である。

②４畳半のもの、１０ セット配備している。
組み立てや撤去が簡単なものにする。
防災倉庫は受け入れ施設とし長期保存の物は分散保管と
したい。

③ ２０ 名ほどの委員を設ける。委員のなかから５名を基
本的なコンセプトを考える方としてお願いし、ワーク
ショップ形式で行う。

④調査の目的は、長期的に利用できるのかの適否を判断
する事にある。
今回の調査でどこにどのようなアスベストが使われてい
るのかなどを調べる。

⑤高収益作物次期作支援金事業、経営継続補助金、観光
農業に対して人件費の補助を行っている。

⑥マンホールと本管の接続部、２５ヶ所を直したい。
上片桐下地区は老朽化が進み、７月の長雨では２６，０００㎥
の内不明水が１３，０００㎥もあった。

復旧に１年を要する柄山隧道崩落現場 200ｍ以上にわたり決壊した福沢川堤防

調査・研究
午後１時より生田柄山隧

道崩落現場と福沢川堤防

を現地調査をしました。

総務産業建設
常任委員会

総務産業建設常任委員会とは、総務課・まちづくり政
策課・産業観光課・環境水道課・建設課・会計室・議
会事務局の分野を担当しています。

※不明水：下水道に流入する雨水や地下水
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９月７日（月）社会文教常任委員会、９月９日 （水）に総務産業建設常任委員会を行い、現地
調査も実施しました。
※常任委員会制度とは、多数の議案をそれぞれ担当部門別に調査 を分担し、能率的に処理するために設置された機関です。

答　弁質問・意見

①保育所備品購入費 １００ 万円の
内容はどうか？

②中途退職は行政と本人双方に
損失になると思うが、どのよう
に対応しているのか？

③乳幼児相談用パソコン、タブ
レット２１万６，０００円はどのような
ものか？

④※Ｇ
ギ ガ

ＩＧＡスクール関連の予算
についてどのように生かしてい
くのか？

⑤名子原体育館のＬＥＤ化管理
費６２２万円の減について、落雷対
策はリース料に含まれるのか？

⑥介護保険事業、コミュニティ
カフェに係る需用費、簡易トイ
レと下足着脱場防災塗装はどの
ようなものか？

①扇風機２台購入する。洗濯機、ポータブルデッキ、消
毒液などを購入する。

②悩み事などは課長や外部の専門員に相談している。住
民からほめられたことなどは速やかに伝え就業意欲の向
上につなげている。
保育士は、学校を出てすぐに担任を持つ事で戸惑いや悩
みが生じる事があるので、保育士同士の話し合いの場を
設けたり、園長との相談により解決している。

③コロナ禍で必要であり購入するが、コロナ禍でなくて
も核家族化に伴い必要性があると考える。離乳食などに
ついて双方でやり取りをするなど、個別相談に対応する
ためのものである。

④オンライン授業は生徒にも好評であり、今後も積極的
に進めて行く。さらにコロナが収束しても子ども達一人
ひとりを大事にする精神は、教室内でも再現していきた
い。

⑤補正予算には含まれていない。落雷については機器に
つけるのではなく、配電盤で対応する。
１２ 月議会で補正予算を計上し取りつけたい。

⑥上片桐公民館のトイレが和式なので４基の簡易式の座
式トイレを置く。
下足着脱場は人工芝を撤去し、着脱場部分を塗装する。

男女がいっしょの「あすなろ」トイレ 民家を借りた仮住まいのエコール親愛

調査・研究

午後１時から「あすなろ」

と宗源原の放課後等デイ

サービス「エコール親愛」

を現地調査しました。

社会文教
常任委員会

社会文教常任委員会とは、住民税務課・保健福祉課・
こども課・教育委員会の分野を担当しています。

※GIGAスクール：児童生徒１人に、１台の端末と高速通信網を整備し、多様な子どもたちを誰一人取
り残す事なく創造性を育む教育の実現。
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元
気
セ
ン
タ
ー（
仮

称
）の
早
期
建
設
を

求
め
る
陳
情

核
兵
器
禁
止
条
約
へ

の
日
本
政
府
の
署

名
・
調
印
と
批
准
を

求
め
る
意
見
書
の
提

出
に
関
す
る
陳
情

◇
陳
情
の
趣
旨

　老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
高
齢
者
、
障
が
い

者
、
児
童
が
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
も
っ
て
交
流
を
し

て
き
ま
し
た
が
、
施
設
の

耐
震
診
断
結
果
に
お
い
て

耐
震
性
が
不
十
分
で
あ
る

と
の
結
果
を
受
け
て
、
福

祉
総
合
計
画
推
進
協
議
会

で
の
検
討
結
果
を
踏
ま

え
、
そ
の
活
動
拠
点
を
旧

ハ
ロ
ー
ミ
ヤ
に
移
し
て
高

齢
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
、

障
が
い
者
の
地
域
活
動
支

援
事
業
、
子
ど
も
た
ち
の

放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
が
一
緒
に
な
り
、
地
域

共
生
社
会
の
拠
点
と
し
て

元
気
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

　昭
和
60
年
に
核
兵
器
廃

絶
と
平
和
宣
言
を
松
川
町

議
会
で
も
採
決
し
て
い
る
。

唯
一
の
被
爆
国
日
本
は
、

速
や
か
に
批
准
す
る
こ
と

は
最
大
の
使
命
で
あ
る
と

し
て
賛
成
。

熊
谷
議
員

◇
審
査
と
結
果

　賛
成
多
数
で
採
択
。

と
し
て
い
く
事
の
方
向
性

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
に
よ
り
元
気
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）
の
建
設
に

向
け
て
設
計
が
行
わ
れ
、

令
和
2
年
4
月
開
所
予
定

が
示
さ
れ
た
こ
と
で
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

の
場
所
で
あ
る
旧
北
名
子

保
育
所
は
ト
イ
レ
や
洗
面

所
が
不
便
で
あ
る
も
の
の

元
気
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）完

成
ま
で
の
一
時
的
な
場
所

と
し
て
我
慢
を
し
て
き
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　ま
た
、
放
課
後
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
も
民
家

（
宗
源
原
）
を
期
間
限
定

（
2
年
間
）
で
借
用
し
て

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

駅
や
学
校
に
近
い
と
い
っ

た
利
便
性
、
手
狭
な
場
所

で
密
を
避
け
る
事
が
難
し

く
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
応
に
も
苦
慮
し
て
い
る

陳情 4

陳情 5

町
民
の
声
を
聴
く

陳
情
・
請
願
の
審
査
結
果

状
況
で
す
。

　地
域
共
生
社
会
の
居
場

所
と
し
て
「
障
が
い
が

あ
っ
て
も
地
域
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
た
い
」「
出

来
る
限
り
身
近
な
地
域
で

学
び
交
流
し
た
い
」
と
の

願
い
が
遠
の
い
て
先
が
見

通
せ
な
い
こ
と
は
、
子
ど

も
と
共
に
保
護
者
と
し
て

大
き
な
不
安
を
抱
い
て
い

ま
す
。

①
元
気
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）

の
場
所
を
、
駅
や
公
共
施

設
に
近
い
場
所
の
旧
ハ

ロ
ー
ミ
ヤ
と
し
て
、
計
画

に
基
づ
い
た
施
設
建
設
を

早
期
に
行
な
う
こ
と
。

②
障
が
い
の
あ
る
人
が
自

宅
以
外
で
集
え
る
場
所
が

あ
り
、
そ
こ
で
障
が
い
の

有
無
や
年
齢
を
問
わ
ず
、

様
々
な
人
の
交
流
促
進
に

よ
り
、
お
互
い
に
役
割
が

生
ま
れ
る
元
気
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）と
す
る
こ
と
。

◇
審
査
と
結
果

　ハ
ロ
ー
ミ
ヤ
跡
地
利
用

は
建
物
を
福
祉
施
設
と
し

て
利
用
す
る
事
で
議
会
は

購
入
に
賛
成
し
た
経
緯
が

あ
る
。

　他
の
場
所
を
含
め
て
検

討
す
る
意
見
も
あ
る
た
め
、

「
早
期
に
建
設
と
み
ん
な

が
集
ま
れ
る
場
所
づ
く

り
」
に
つ
い
て
趣
旨
採
択

と
し
た
。

　一
方
で
ハ
ロ
ー
ミ
ヤ
跡

地
に
建
設
す
る
こ
と
を
含

め
て
、
早
期
建
設
の
陳
情

ど
お
り
に
賛
成
す
る
意
見

も
あ
っ
た
。

　ま
た
、
当
面
旧
北
名
子

保
育
園
を
使
用
す
る
に
あ

た
り
、
ト
イ
レ
の
環
境
改

旧北名子保育所のトイレの早急な環境改善と
元気センター ( 仮称 ) の場所を含めた建設計画を望む

討 

論

賛

　
　成

善
を
速
や
か
に
お
こ
な
う

よ
う
要
望
す
る
意
見
が

あ
っ
た
。
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「
総
務
産
業
建
設
常

任
委
員
会
、
社
会
文

教
常
任
委
員
会
、
議

会
全
員
協
議
会
の

チ
ャ
ン
ネ
ル・Y
Ｏ
U
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど

に
よ
る
全
編
放
映
」

を
求
め
る
請
願

国
に
対
し
「
消
費
税

率
5
％
へ
の
引
き
下

げ
を
求
め
る
意
見

書
」
の
提
出
を
求
め

る
陳
情

◇
請
願
趣
旨

　町
の
政
策
を
実
質
決
定

し
て
い
る
「
総
務
産
業
建

設
常
任
委
員
会
、
社
会
文

教
常
任
委
員
会
、
議
会
全

員
協
議
会
」
の
チ
ャ
ン
ネ

ル
・
Ｙ
Ｏ
Ｕ
、ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
な
ど
に
よ
る
全
編
放
映

の
実
施
を
請
願
し
ま
す
。

　ま
た
、
協
議
事
項
・
報

告
事
項
な
ど
の
資
料
の
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

や
、
議
会
事
務
局
に
用
意

す
る
な
ど
の
方
法
を
取
っ

て
い
た
だ
き
、
町
民
が
事

前
に
入
手
で
き
る
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

　社
会
保
障
・
福
祉
へ
の

財
源
と
し
て
上
げ
た
消
費

税
で
あ
り
、
5
％
へ
の
引

き
下
げ
に
は
反
対
。

島
田
議
員

　10
％
へ
の
引
き
上
げ
で

疲
弊
し
て
い
る
な
か
、
コ

ロ
ナ
の
追
い
打
ち
で
国
民

生
活
に
大
き
な
影
響
が
あ

る
。
引
き
下
げ
る
べ
き
だ
。

松
井
議
員

　速
や
か
に
消
費
税
の
減

税
を
し
て
住
民
の
負
担
を

減
ら
し
て
、
購
買
意
欲
を

高
め
る
こ
と
が
必
要
だ
と

考
え
る
。

熊
谷
議
員

請願 2

陳情 6

◇
請
願
理
由

　

①
私
た
ち
は
平
成
30
年
6

月
よ
り
約
2
年
間
、
総
務

産
業
建
設
常
任
委
員
会
、

社
会
文
教
常
任
委
員
会
、

議
会
全
員
協
議
会
を
傍
聴

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
な

か
で
、
町
長
は
方
針
を
議

員
に
提
案
し
、
各
議
員
は

そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を
述
べ
、

町
の
政
策
が
決
定
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

②
総
務
産
業
建
設
常
任
委

員
会
、
社
会
文
教
常
任
委

員
会
、
議
会
全
員
協
議
会

を
傍
聴
す
る
こ
と
で
政
策

決
定
過
程
が
良
く
分
か
り
、

町
長
の
考
え
、
各
議
員
の

考
え
、
役
場
職
員
の
考
え

も
良
く
分
か
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

③
こ
の
傍
聴
に
よ
り
多
く

の
情
報
を
得
る
こ
と
に
な

り
、
明
ら
か
に
町
政
に
対

す
る
関
心
は
強
く
な
り
ま

し
た
。

④
以
前
よ
り
、
元
議
員
の

方
、
現
議
員
の
方
々
よ
り
、

実
質
政
策
が
決
定
さ
れ
る

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員

会
、
社
会
文
教
常
任
委
員

会
、
議
会
全
員
協
議
会
の

方
が
本
会
議
よ
り
重
要
だ

と
伺
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
多
く
の
町
民
は
こ

れ
ら
委
員
会
に
つ
い
て
殆

ど
知
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

⑤
総
務
産
業
建
設
常
任
委

員
会
、
社
会
文
教
常
任
委

員
会
、
議
会
全
員
協
議
会

は
原
則
公
開
さ
れ
、
傍
聴

で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
場
所
が
狭
く
数

名
し
か
傍
聴
で
き
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
の
感
染
リ
ス
ク
を
考
え

る
と
、
安
心
し
て
傍
聴
で

き
る
環
境
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

⑥
今
回
の
請
願
、「
総
務

産
業
建
設
常
任
委
員
会
、

社
会
文
教
常
任
委
員
会
、

議
会
全
員
協
議
会
の
チ
ャ

ン
ネ
ル
・
Ｙ
Ｏ
Ｕ
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
な
ど
に
よ
る
全

編
放
映
」
は
コ
ロ
ナ
禍
で

の
傍
聴
対
策
と
し
て
有
効

で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
す

が
、
こ
の
3
つ
の
会
議
を

全
編
放
映
す
る
こ
と
で
、

多
く
の
町
民
に
多
く
の
情

報
が
届
き
、
町
民
の
町
政

に
対
す
る
関
心
は
必
ず
高

ま
る
と
思
い
ま
す
。
町
民

の
町
政
へ
の
高
ま
っ
た
関

心
は
議
員
不
足
の
解
消
に

つ
な
が
り
、
町
政
の
質
の

向
上
に
つ
な
が
る
は
ず
で

す
。

⑦
以
上
よ
り
、
議
員
の
皆

様
に
は
、「
総
務
産
業
建

設
常
任
委
員
会
、
社
会
文

教
常
任
委
員
会
、
議
会
全

員
協
議
会
の
チ
ャ
ン
ネ

討 

論

賛

　
　成

反

　
　対

ル
・
Ｙ
Ｏ
Ｕ
、ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
な
ど
に
よ
る
全
編
放

映
」
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
、

賢
明
な
判
断
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

◇
審
査
と
結
果

　社
会
全
体
の
動
向
が
情

報
公
開
の
流
れ
と
な
っ
て

来
て
い
る
。
ま
た
、
松
川

町
議
会
基
本
条
例
で
も
、

議
会
か
ら
の
発
信
の
重
要

性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

全
員
賛
成
で
採
択
。

◇
審
査
と
結
果

　不
採
択
に
賛
成
多
数
。
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議会の動き

所
管
事
務
調
査
報
告

　
　今
後
も
継
続
調
査
を
実
施

下
伊
那
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
議
員
研
修
会

8
月
6
日 

豊
丘
村
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

政
策
提
言
に
向
け
て

政
策
討
論
会
開
催

　所
管
事
務
調
査
連
合
審
査
会
（
以
下
審
査
会
と

い
う
）
で
継
続
調
査
と
な
っ
て
い
る
「
平
成
27
年

度
以
降
の
官
製
談
合
の
疑
い
の
あ
る
入
札
の
調
査

を
求
め
る
請
願
書
」
に
つ
い
て
経
過
報
告
を
い
た

し
ま
す
。

　エ
ア
コ
ン
設
置
工
事
入

札
に
関
し
て
、
令
和
2
年

3
月
10
日
、
議
会
か
ら
町

へ
書
面
（
松
議
13
号
）
に

て
【
職
員
、
関
係
者
に
対

す
る
調
査
を
行
な
い
事
実

関
係
の
解
明
に
努
め
る
こ

と
】
等
に
つ
い
て
申
し
入

れ
を
し
た
。

　こ
れ
に
対
し
て
、
議
会

全
員
協
議
会
に
て
「
エ
ア

コ
ン
設
置
工
事
入
札
事
務

に
関
す
る
調
査
報
告
書
」

の
報
告
が
あ
り
、
そ
れ
に

基
づ
き
所
管
事
務
調
査
正

副
委
員
長
会
で
は
、
副
町

長
と
担
当
係
長
に
出
席
を

要
請
し
、
疑
問
点
な
ど
に

つ
い
て
町
側
に
再
確
認
や

説
明
を
求
め
た
。

　官
製
談
合
の
認
識
の
有

無
に
つ
い
て
再
質
問
を
行

な
う
な
か
で
「
退
職
者
を

含
め
聞
き
取
り
調
査
を
行

な
っ
た
が
、
不
正
行
為
の

関
与
や
意
図
的
な
情
報
漏

洩
の
事
実
は
確
認
さ
れ
ず
、

官
製
談
合
の
事
実
に
つ
い

て
も
確
認
さ
れ
な
か
っ
た

が
、
可
能
性
は
否
定
で
き

な
か
っ
た
」
と
の
回
答
が

あ
り
、
町
で
は
「
こ
れ
以

上
の
事
実
関
係
の
解
明
は

困
難
と
の
判
断
か
ら
、
公

正
取
引
委
員
会
へ
の
通
報

が
妥
当
で
あ
る
」
と
の
結

論
に
至
っ
た
と
の
報
告
が

な
さ
れ
た
。

　審
査
会
と
し
て
は
、
今

後
、
町
の
対
応
や
裁
判
等

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、

逐
次
報
告
を
受
け
な
が
ら

見
極
め
て
い
く
必
要
が
あ

　今
年
度
、
県
へ
の
陳
情

と
し
て
、
5
町
村
議
会
か

ら
計
14
議
題
が
提
出
さ
れ

た
。
総
務
・
教
育
、
社
会
、

産
業
建
設
の
3
分
科
会
に

分
か
れ
、
助
言

者
と
し
て
南
信

州
地
域
振
興
局

の
県
職
員
を
交

え
て
各
議
題
に

つ
い
て
協
議
を

行
っ
た
。

　松
川
町
議
会

か
ら
は
、

◦
主
要
地
方
道

（
飯
島
飯
田

線
）
飯
田
以

北
の
促
進
に

つ
い
て

◦
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想

の
早
期
実
現

の
環
境
整
備

に
む
け
て

を
議
題
と
し
て

発
表
を
し
た
。

　昨
年
度
実
施
し
た
「
議

会
と
語
る
会
」
や
日
頃
の

議
会
活
動
の
な
か
で
、
町

民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の

意
見
・
要
望
を
い
た
だ
い

た
。

り
、
継
続
調
査
す
る
こ
と

と
し
た
。
ま
た
議
会
と
し

て
入
札
制
度
の
適
正
化
を

早
期
に
実
現
さ
れ
る
よ
う

要
望
す
る
こ
と
と
し
た
。

　全
体
会
議
に
て
そ
れ
ぞ

れ
の
分
科
会
よ
り
報
告
が

あ
り
、
一
部
修
正
を
含
め

す
べ
て
の
議
題
が
採
択
さ

れ
た
。

　広
聴
部
会
で
は
、
内
容

を
精
査
し
、
政
策
提
言
す

べ
き
事
案
に
つ
い
て
議
員

協
議
会
に
諮
り
、
各
担
当

常
任
委
員
会
に
調
査
・
検

討
を
依
頼
し
た
。

　議
会
で
は
政
策
討
論
会

を
開
催
し
、
政
策
提
言
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

る
。

小中学校に設置された床置式のエアコン
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議
会
と
語
る
会

　
　女
性
団
体
連
絡
会

8
月
27
日
「
え
み
り
あ
」
ホ
ー
ル

議
会
政
策
サ
ポ
ー
タ
ー

制
度
に
向
け
て

議
会
改
革
推
進
会
議

　今
年
度
も
各
地
区
、
団
体
と
の
情
報
や
意
見
交

換
の
場
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
考
慮
し
、
昨
年
度
調
査
・
報

告
要
望
の
あ
り
ま
し
た
女
性
団
体
連
絡
会
の
み
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

◇
議
会
報
告

　

◦
道
の
駅
に
つ
い
て

◦
男
女
共
同
参
画
に
つ
い

て
◦
元
気
セ
ン
タ
ー
（
仮
称

に
つ
い
て

◦
生
田
地
区
の
活
性
化
に

つ
い
て

◦
デ
マ
ン
ド
運
行
に
つ
い

て
◦
県
道
飯
島
飯
田
線
バ
イ

パ
ス
に
つ
い
て

◦
生
田
地
区
へ
の
リ
ニ
ア

残
土
搬
入
に
つ
い
て

◦
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

つ
い
て

　議
会
で
は
、
町
民
の
皆

様
の
“
声
”
を
行
政
に
反

映
す
べ
く
、「
議
会
政
策

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」
実
現

に
向
け
て
、
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　第
一
段
階
と
し
て
、
昨

年
度
実
施
し
た
小
中
学
校

保
護
者
の
方
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
基
に
、
サ

ポ
ー
タ
ー
を
抽
出
し
て
、

話
し
合
い
の
席
を
設
け
ま

し
た
。

　今
後
、
一
般
の
町
民
の

方
へ
も
拡
大
を
図
り
、
早

期
実
施
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

議
会
政
策
サ
ポ
ー
タ
ー
制

度
と
は
、
住
民
と
議
会
が

力
を
合
わ
せ
、
町
が
抱
え

る
課
題
に
対
し
て
自
由
に

話
し
合
い
、
そ
の
意
見
を

基
に
議
会
が
町
へ
提
言
し

て
い
く
制
度
で
す
。

◆
意
見
・
要
望（
抜
粋
）

◦
行
政
の
批
判
だ
け
で
な

く
議
員
提
案
等
建
設
的

な
意
見
を
出
し
、
行
政

と
議
会
が
両
輪
と
な
っ

て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
欲
し
い
。

◦
様
々
な
課
題
が
山
積
し

て
い
る
。
町
民
の
声
を

大
切
に
し
て
。

◦
松
川
町
は
悪
い
こ
と
で

新
聞
記
事
に
な
り
、
大

丈
夫
か
と
言
わ
れ
悲
し

か
っ
た
。
み
ん
な
で
明

る
い
ま
ち
づ
く
り
を
し

た
い
。

◦
職
員
も
議
員
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
案
件
に
学
習
を

深
め
、
町
民
を
引
っ

張
っ
て
欲
し
い
。

◦
議
員
の
活
力
不
足
を
感

じ
る
。
コ
ロ
ナ
対
応
の

遅
れ
、
提
言
不
足
を
感

じ
た
。

◦
議
員
の
若
返
り
を
期
待

し
た
い
。

◦
議
員
は
住
民
の
代
表
と

い
う
自
覚
を
し
っ
か
り

持
っ
て
、
取
り
組
ん
で

欲
し
い
。

◦
女
性
の
皆
の
力
の
大
切

さ
を
改
め
て
感
じ
た
。

議会や議員に対して、何を期待しますか（複数回答）アンケート結果
情報公開 8 対話する場の創設 9
政策の提言・提案 10 調査活動の充実 2
行政に対する監視機能の強化 5 地域の課題を解決する為の活動 6
町民への説明責任 9 その他 －

7月～9月　主な議会日程
7月6日（月） 　広報編集委員会
　 　21日（火） 　議会改革推進会議
　 　28日（火） 　社会文教常任委員会
　 　 　 　 　 　 　総務産業建設常任委員会
　 　29日（水） 　議会全員協議会

8月6日（木） 　政策討論会
　 　 　 　 　 　 　下伊那北部ブロック町村議会議員研修会
　 　12日（水） 　議会運営委員会
　 　24日（月） 　議会全員協議会
　 　 　 　 　 　 　主要地方道飯島飯田線改良促進期成同盟会総会
　 　25日（火） 　議会改革推進会議
　 　27日（木） 　議会と語る会（女性団体連絡会）

9月2日（水） 　議会全員協議会
　 　 　 　 　 　 　所管事務調査連合審査会
　 　3日（木） 　第3回議会定例会　開会・総括質疑
　 　7日（月） 　社会文教常任委員会
　 　9日（水） 　総務産業建設常任委員会
　 　11日（金） 　議会運営委員会
　 　 　 　 　 　 　民生児童委員との懇談会
　 　16日（水） 　第3回議会定例会　一般質問
　 　18日（金） 　議会全員協議会
　 　 　 　 　 　 　第3回議会定例会　閉会
　 　24日（木） 　政策討論会
　 　25日（金） 　広報編集委員会
　 　30日（水） 　広報編集委員会
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令和２年第３回定例会議決結果

議　　決　　結　　果

●全員一致で議決されたもの
件　　　　　名 結果 内　　　　容

条

　
　例

松川町移住促進住宅の設置及び管理に関する条例
の一部を改正する条例の制定について

可決
移住促進住宅の利用期間を最長 5 年まで延長することができるよ
うにするもの。

松川町税条例の一部を改正する条例の制定につい
て

可決 地方税法等の一部が改正されたことに伴う改正。

松川町手数料徴収条例の一部を改正する条例の制
定について

可決
行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に
関する法律の改正に伴うもの。

松川町公共物管理条例の一部を改正する条例の制
定について

可決 主に占用許可期間「3 年以内」から「10 年以内」に改めるもの。

令
和
元
年
度
決
算

令和元年度松川町一般会計歳入歳出決算認定につ
いて

認定 歳入 67 億 377 万円　　　歳出 63 億 6,913 万円

令和元年度松川町国民健康保険事業特別会計歳入
歳出決算認定について

認定 歳入 12 億 1,620 万円　　歳出 12 億 68 万円

令和元年度松川町後期高齢者医療特別会計歳入歳
出決算認定について

認定 歳入 1 億 6,646 万円　　 歳出 1 億 6,561 万円

令和元年度松川町介護保険事業特別会計歳入歳出
決算認定について

認定 歳入 13 億 3,197 万円　　歳出 13 億 2,975 万円

令和元年度松川町保養宿泊施設事業特別会計歳入
歳出決算認定について

認定 歳入 5 億 361 万円　　 歳出 4 億 6,941 万円

令和元年度松川町発電事業特別会計歳入歳出決算
認定について

認定 歳入 1,578 万円　　歳出 1,012 万円

令和元年度松川町水道事業会計決算認定について 認定
収益的収入　2 億 9,303 万円　　収益的支出　2 億 6,126 万円
資本的収入　1 億 1,153 万円　　資本的支出　2 億  109 万円

令和元年度松川町下水道事業会計決算認定につい
て

認定
収益的収入　6 億 4,117 万円　　収益的支出　6 億 1,955 万円
資本的収入　3 億 5,720 万円　　資本的支出　6 億  346 万円

令
和
2
年
度
補
正
予
算

令和 2 年度松川町国民健康保険事業特別会計補正
予算（第 2 回）について

可決 87 万円追加し、11 億 6,350 万円とする。

令和 2 年度松川町後期高齢者医療特別会計補正予
算（第 1 回）について

可決 80 万円追加し、1 億 7,140 万円とする。

令和 2 年度松川町介護保険事業特別会計補正予算
（第 1 回）について

可決 238 万円追加し、13 億 480 万円とする。

令和2年度松川町保養宿泊施設事業特別会計補正
予算（第 2 回）について

可決 3,379 万円追加し、4 億 3,758 万円とする。

令和 2 年度松川町発電事業特別会計補正予算（第
1 回）について

可決 567 万円追加し、1,481 万円とする。

令和 2 年度松川町水道事業会計補正予算（第 1 回）
について

可決
収益的収入　2 億 9,502 万円　　収益的支出　2 億 8,130 万円
資本的収入　　　9,079 万円　　資本的支出　2 億 5,034 万円

令和 2 年度松川町下水道事業会計補正予算（第 2
回）について

可決
収益的収入　5 億 8,726 万円　　収益的支出　5 億 9,622 万円
　　　　　　　　　　　　　　　資本的支出　4 億 7,398 万円

陳情
・

請願

「総務産業建設常任委員会、社会文教常任委員会、
議会全員協議会のチャンネルユー、ユーチューブ
などによる全編放映」を求める請願

採択
提出者：竹村幸宏、西尾明廣、宮澤正典、矢澤勇、松本朗彦、
　　　　宮沢朋文
紹介議員：川瀬八十治

意見書

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政
の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意
見書の提出について

可決
提出者：坂本勇治
賛成者：間瀬重男、島田弘美、森谷岩夫、大蔵洋、佐藤史人、
　　　　米山郁子

日本政府に核兵器禁止条約の署名・調印・批准を
求める意見書の提出について

可決
提出者：米山郁子
賛成者：島田弘美、森谷岩夫、大蔵洋、佐藤史人

選任
松川町教育委員会委員の任命について 同意 正井　亜樹氏（新任）

人権擁護委員の候補者の推薦について 同意 増澤　稔氏（再任）

●多数意見により議決されたもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賛成○　反対●

件　　　　名
米
山
郁
子

佐
藤
史
人

川
瀬
八
十
治

大
蔵

　洋

中
平
文
夫

菅
沼
一
弘

黒
澤
哲
郎

坂
本
勇
治

熊
谷
宗
明

森
谷
岩
夫

島
田
弘
美

間
瀬
重
男

松
井
悦
子

結果 内　　　容

専　決
令和 2 年度松川町一般会計補正予算

（第 6 回）について（専決第 4 号）
〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 承認

7,763万円追加し、78億7,526万円とす
る。

条　例 松川町景観条例の制定について ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 可決 新規制定

令和 2 年度
補正予算

令和 2 年度松川町一般会計補正予算
（第 7 回）について

〇 〇 ● 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 可決
5億2,727万円追加し、84億253万円と
する。

請　願
・

陳　情

元気センター（仮称）の早期建設を
求める陳情

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 ●
趣旨
採択

※趣旨採択とすることについての可否
提出者：地域活動支援センターあすなろ
　　　　利用者代表　飯島 　光
　　　　放課後等デイサービスエコール親愛
　　　　保護者代表　岡村 匡人

核兵器禁止条約への日本政府の署名・
調印と批准を求める意見書の提出に
関する陳情

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 採択
提出者：松川町憲法 9 条を守る会
　　　　代表　杉山 行孝

国に対し「消費税 5％への引き下げを
求める意見書」の提出を求める陳情

● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● ● 〇 不採択
提出者：飯田民主商工会松川支部
　　　　支部長　桜井 数一
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　一般質問は議員にとって、住民から重
大な関心と期待を持たれる大事な議員活
動です。町政全般にわたって執行機関に
疑問点を質し、所信の表明を求め、議員
自らの政策提言を行い、政治姿勢を明ら
かにするものです。
　質問の持ち時間はひとり２０分ですがス
ペースの都合上、質問者の責任において
質問と答弁を要約して掲載しています。
本会議での傍聴をお待ちしております。

1　中平文夫議員（16ページ）
　・自治会組織の将来像をどう描いて作業
しているか

2　熊谷宗明議員（17ページ）
　・未来に責任のある町政実現について
　・平和教育事業の推進について

3　川瀬八十治議員（18ページ）
　・町がめざす「まちづくり」とは～防災編
　・旧松川青年の家あと利用計画について

4　坂本勇治議員（19ページ）
　・魅力あるまちづくりとは

5　森谷岩夫議員（20ページ）
　・持続可能な果樹産地の構築に向けて

6　米山郁子議員（21ページ）
　・本会議の重要性について
　・SDGｓ誰一人取り残さない町の施策とは

7　佐藤史人議員（22ページ）
　・松川町環境保全型農業推進事業につ
いて

　・行政評価の導入と活用について

8　黒澤哲郎議員（23ページ）
　・行政運営と議会対応について
　・まつかわ太陽の会配布の意見書対応
について

　菅沼一弘議員
　本人の要望に未掲載

今議会は新型コロナウィルス感染拡大防止のため
マスク着用で行いました。顔写真は広報掲載用に
改めて撮影したものです。

所信を質す！

議員活動をチェック
第16期議員名 一般質問回数 議会だより

原稿未提出前期 後期 計
米 山 郁 子 8 6 14
佐 藤 史 人 6 7 13 1
川瀬八十治 4 4 8
大 蔵　 洋 2 2 4
中 平 文 夫 7 7 14
菅 沼 一 弘 6 5 11 1
黒 澤 哲 郎 8 7 15
坂 本 勇 治 8 6 14
熊 谷 宗 明 8 6 14
森 谷 岩 夫 議長 3 3
米 山 俊 孝 4 議長 4
島 田 弘 美 1 4 5
間 瀬 重 男 3 2 5
松 井 悦 子 4 2 6
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問答

自
治
会
組
織
将
来
像
を
ど
う
描
く
か

ス
リ
ム
化
し
課
題
解
決
型
を
目
指
す

中平文夫 議員

（
問
）
松
川
町
の
自
治
会

組
織
の
現
状
を
ど
の
様
に

捉
え
て
い
る
か
。

（
町
長
）
　高
齢
化
が
進

み
役
員
の
な
り
手
不
足
、

共
同
作
業
の
負
担
な
ど
で

脱
退
が
加
速
。
次
の
世
代

へ
と
な
か
な
か
反
映
さ
れ

な
い
。

（
問
）
４
月
に
示
さ
れ
た

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
コ
ロ
ナ

禍
で
遅
れ
て
い
る
と
思
う

が
現
状
は
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

　地
域
づ
く
り
懇
談
会
に

て
説
明
し
、
計
画
し
た
が

コ
ロ
ナ
禍
で
計
画
通
り
に

進
ん
で
い
な
い
。

（
問
）
雲
南
市
モ
デ
ル
を

参
考
に
す
る
理
由
は
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

　地
域
運
営
組
織
、
中
間

支
援
組
織
な
ど
が
あ
り
、

住
民
主
体
で
問
題
解
決
型

を
実
践
し
て
い
る
。
現
地

視
察
で
は
な
く
オ
ン
ラ
イ

ン
に
て
意
見
交
換
な
ど
し

て
情
報
収
集
し
て
い
る
。

（
問
）
自
治
会
運
営
で
問

題
点
は
何
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

　転
入
さ
れ
た
方
の
未
加

入
も
あ
る
が
、
高
齢
者
の

退
会
が
非
常
に
増
え
て
い

る
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

　受
付
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
て
説
明
し
促
進
し
て
い

る
。
現
在
新
規
加
入
者
の

情
報
に
つ
い
て
、
担
当
自

治
会
等
に
ど
の
様
に
繋
げ

る
か
検
討
し
て
い
る
。

（
意
見
）
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
自
治
会
の
４
つ
の
内
容

が
あ
る
が
、
一
番
目
は
安

心
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る

で
あ
っ
て
、
親
睦
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な
い
。

コロナ禍以前の自治会総会には熱気が感じられた

（
意
見
）
町
か
ら
の
要
請

の
当
て
職
の
委
員
選
出
も

重
荷
と
な
っ
て
い
る
。

（
問
）
新
規
に
町
へ
転
入

さ
れ
る
住
民
の
皆
様
へ
の

加
入
促
進
及
び
広
報
は
ど

の
様
に
行
っ
て
い
る
か
。

（
問
）
将
来
像
を
ど
う
描

い
て
作
業
す
る
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

　み
ず
か
ら
地
域
課
題
を

解
決
し
、
地
域
を
運
営
す

る
仕
組
み
を
作
り
課
題
解

決
型
の
組
織
に
す
る
。

（
問
）
雲
南
市
を
参
考
に

す
る
に
し
て
も
５
年
10
年

か
か
り
、ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
も
作
成
し
て
い
る
。そ
の

間
で
も
自
治
会
の
問
題
解

決
は
対
応
せ
ね
ば
な
ら
な

い
の
で
３
点
提
案
す
る
。

一
．
松
川
で
取
り
入
ら
れ

る
雲
南
市
の
シ
ス
テ
ム
は

何
か
を
研
究
す
る
。

二
．
重
荷
と
な
っ
て
い
る

当
て
職
等
の
選
出
方
法
や
、

審
議
会
等
を
含
め
て
検
討

す
る
。
自
治
会
の
困
り
ご

と
を
町
も
一
緒
に
な
っ
て

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

三
．
転
入
者
に
対
し
て
理

事
者
あ
る
い
は
担
当
課
長

が
「
お
も
て
な
し
」
の
心

で
温
か
く
迎
え
る
こ
と
が

大
事
と
思
う
が
。

（
町
長
）
３
点
の
提
案
を

い
た
だ
い
た
。
特
に
当
て

職
な
ど
に
つ
い
て
は
町
と

し
て
徐
々
に
改
善
し
て
い

る
。
お
も
て
な
し
の
心
に

つ
い
て
も
良
い
と
思
う
、

検
討
す
る
余
地
が
あ
る
。

（
意
見
）
提
案
に
つ
い
て

前
向
き
な
お
答
え
が
あ
っ

た
。
自
治
会
組
織
に
つ
い

て
日
本
人
は
骨
の
髄
ま
で

染
み
込
ん
で
い
る
。

　多
様
性
を
生
か
し
た
自

治
会
組
織
に
変
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　以
前
は
「
地
縁
組
織
」

と
し
て
一
向
に
見
向
き
も

し
な
か
っ
た
が
、
ア
ン

ケ
ー
ト
で
問
題
の
洗
い
出

し
な
ど
を
行
っ
た
り
、
先

進
地
調
査
を
行
っ
た
り
、

前
向
き
に
検
討
し
て
い
る

こ
と
は
評
価
で
き
る
。
尚
、

一
層
問
題
解
決
に
尽
力
を

望
む
。
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問答

未
来
に
責
任
あ
る
町
政
の
実
現
は

住
民
自
治
を
職
員
が
サ
ポ
ー
ト

熊谷宗明 議員

（
問
）
上
意
下
達
の
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
方
式
で
な
く
ボ

ト
ム
ア
ッ
プ
方
式
の
行
政

運
営
で
見
え
て
き
た
こ
と

は
何
か
。

（
町
長
）
緊
急
時
に
は

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
出
す
べ

き
だ
っ
た
と
反
省
し
て
い

る
。
現
場
の
声
を
聞
い
た

上
で
施
策
を
決
定
し
て
い

く
。
そ
の
決
定
に
責
任
を

負
っ
て
い
く
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
方
式
は
続
け
て
い
く
。

少
し
ず
つ
だ
が
、
職
員
が

意
見
を
言
っ
て
く
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

（
問
）
地
域
の
持
つ
力
と

は
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る

人
間
関
係
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
あ
る
。
住
民
の
自
由
な

活
動
こ
そ
が
地
域
の
持
続

を
可
能
に
す
る
と
い
う
原

点
に
職
員
の
皆
さ
ん
が

立
っ
て
こ
そ
、
住
民
自
治

の
発
展
が
図
れ
る
の
で
は

な
い
か
。

（
町
長
）
人
農
地
プ
ラ
ン

づ
く
り
に
職
員
が
出
向
い

て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

職
員
が
全
部
や
る
の
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
も
主
体

は
地
域
の
皆
さ
ん
。
最
終

的
に
は
地
域
の
方
が
育
て

て
い
く
住
民
自
治
に
発
展

さ
せ
て
い
き
た
い
。

（
問
）
令
和
元
年
度
の
出

生
数
は
73
人
で
あ
っ
た
。

「
子
育
て
す
る
な
ら
松
川

町
」
の
実
現
に
向
け
た
具

体
策
は
。

（
町
長
）
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

窓
口
と
し
て
「
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
整
備
す
る
。
子
育

て
の
悩
み
だ
け
で
な
く
、

児
童
の
虐
待
な
ど
児
童
相

談
所
と
の
連
携
を
図
る
体

制
を
整
え
て
い
く
。

（
教
育
長
）
学
び
の
環
境

と
し
て
キ
ラ
ッ
と
光
る
も

の
を
、
町
の
教
育
と
し
て

打
ち
立
て
て
い
き
た
い
。

何
を
教
え
る
の
か
で
は
な

く
、
ど
う
い
う
子
を
そ
だ

て
る
か
明
確
に
す
る
た
め

に
保
小
中
高
の
縦
の
軸
を

し
っ
か
り
立
て
、
学
校
や

保
育
園
を
支
え
る
横
の
軸

を
作
っ
て
い
く
。

問答

平
和
の
バ
ト
ン
ど
う
渡
す

違
う
と
言
え
る
勇
気
を
築
く

（
問
）
満
蒙
開
拓
平
和
記

念
館
に
中
学
生
が
行
っ
て

学
ん
で
い
る
が
、
小
学
生

か
ら
平
和
に
触
れ
る
教
育

を
、
ま
た
差
別
で
傷
つ
い

て
い
る
人
の
痛
み
を
分
か

る
人
権
感
覚
の
育
成
を
図

る
べ
き
と
考
え
る
が
。

（
教
育
長
）
戦
争
の
被
害

の
面
が
強
調
さ
れ
て
い
る

が
、
加
害
と
い
う
側
面
も

忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
史

実
に
立
っ
て
平
和
教
育
を

考
え
さ
せ
て
い
く
機
会
が

必
要
だ
。
あ
る
方
向
に
流

れ
そ
う
な
時
に
、
違
う
と

言
え
る
勇
気
、
本

物
を
見
抜
く
力
の

強
さ
を
持
つ
こ
と
。

ま
た
差
別
感
情
に

対
し
て
は
、
も
っ

と
周
り
や
相
手
に

対
す
る
豊
か
な
想

像
力
を
持
っ
て
、

人
間
の
本
質
的
な

部
分
で
は
共
感
で

き
る
、
そ
ん
な
状

況
を
学
校
の
な
か
で
築
き

あ
げ
て
い
き
た
い
。

集落の話し合いを職員がサポート

史実を学ぶ小学生一行（記念館にて）
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問答

ま
ち
が
目
指
す「
ま
ち
づ
く
り
」と
は

広
く
各
世
代
か
ら
意
見
を
聞
く
こ
と
が
大
切

川瀬八十治 議員

（
問
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
が
拡
大
し
て
、

収
束
の
見
通
し
が
見
え
な

い
な
か
、
今
後
町
と
し
て

ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え

て
い
る
の
か
。

（
町
長
）
感
染
症
拡
大
の

防
止
対
策
と
観
光
関
連
事

業
者
を
対
象
と
し
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
普
及
と
、

「
し
っ
か
り
や
っ
と
る
で
」

宣
言
の
取
り
組
み
に
ま
ず

支
援
を
す
る
。
国
や
県
の

制
度
を
鑑
み
、
町
と
し
て

や
る
べ
き
支
援
を
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

（
問
）
予
算
執
行
に
対
し

て
的
確
に
行
わ
れ
て
い
る

か
の
監
視
体
制
と
、
ど
の

部
署
が
行
っ
て
い
る
の
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

　各
課
で
事
業
実
施
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
事
前
に
立
て
、

理
事
者
と
情
報
共
有
を
し

て
計
画
的
に
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
財
務
規
則
等
の
法

令
に
基
づ
く
執
行
に
つ
い

て
は
、監
査
を
受
け
て
い
る
。

（
問
）
上
片
桐
改
善
セ
ン

タ
ー
の
エ
ア
コ
ン
設
置
工

事
は
、
な
ぜ
お
盆
過
ぎ
の

季
節
外
れ
に
な
っ
た
の
か
。

（
住
民
税
務
課
長
）
年
度

当
初
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
（
特
に
定
額

給
付
金
の
業
務
）
を
優
先

し
て
き
た
の
で
、
エ
ア
コ

ン
設
置
工
事
の
設
計
発
注

に
手
を
つ
け
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。

（
問
）
エ
ア
コ
ン
設
置
の

機
器
は
、
安
全
面
を
十
分

に
検
討
さ
れ
て
の
天
井
カ

セ
ッ
ト
に
な
っ
た
の
か
。

（
住
民
税
務
課
長
）
天
井

の
鉄
骨
に
金
具
で
固
定
を

す
る
こ
と
で
、
安
全
性
が

確
保
で
き
る
こ
と
か
ら
、

天
井
カ
セ
ッ
ト
型
を
選
択

し
た
。

避難場所は安全か

（
総
務
課
長
）
大
規
模
化

す
る
災
害
に
備
え
て
、
学

校
の
体
育
館
を
活
用
す
る

こ
と
は
、
当
然
で
あ
り
検

討
を
し
て
い
る
。

（
問
）
避
難
所
に
つ
い
て
、

各
地
区
公
民
館
や
自
治
の

会
所
は
情
報
収
集
が
で
き

る
状
態
に
あ
る
施
設
な
の
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

　
　

　チ
ャ
ン
ネ
ル
・
ユ
ー
と

繋
が
っ
て
い
る
自
治
会
の

会
所
は
、
全
部
で
15
あ
る
。

地
区
公
民
館
に
お
い
て
は 繰り返し実施の救護訓練

（
意
見
）
情
報
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
高
度
化
と
い

う
事
業
で
、
情
報
収
集
を

ど
こ
で
も
で
き
る
よ
う
に

す
る
べ
き
だ
。

旧
青
年
の
家

あ
と
利
用
に
つ
い
て

（
問
）
旧
青
年
の
家
で
建

物
寿
命
調
査
と
ア
ス
ベ
ス

ト
事
前
調
査
は
、
何
故
こ

の
時
期
な
の
か
。
建
物
寿

命
調
査
は
、
過
去
に
行
わ

れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

ア
ス
ベ
ス
ト
事
前
調
査
は
、

解
体
な
の
か
改
修
な
の
か

決
定
し
て
か
ら
調
査
を
す

れ
ば
良
い
事
で
は
無
い
か
。

（
産
業
観
光
課
長
）
旧
青

年
の
家
に
つ
い
て
は
、
譲

渡
前
に
耐
震
診
断
が
行
わ

れ
て
い
る
。
結
果
は
体
育

館
を
除
い
て
問
題
な
し
で

あ
っ
た
。
ア
ス
ベ
ス
ト
対

策
に
つ
い
て
は
、
ボ
イ

ラ
ー
室
と
煙
突
に
使
用
さ

れ
て
い
る
。

（
問
）
今
、
本
当
に
調
査

が
必
要
な
の
か
。
町
民
か

ら
意
見
を
聞
き
判
断
を
す

る
と
言
っ
て
い
る
が
。

（
産
業
観
光
課
長
）
県
か

ら
の
補
助
金
を
活
用
し
て

事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
、

建
物
寿
命
調
査
と
ア
ス
ベ

ス
ト
事
前
調
査
を
行
う
。

建
物
を
改
修
し
て
継
続
使

用
す
る
か
、
解
体
撤
去
す

る
か
結
論
を
今
年
度
中
に

出
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

正確な情報を迅速に

８
地
区
す
べ
て
が
音
声
告

知
は
繋
が
っ
て
い
る
が
、

テ
レ
ビ
放
送
ま
で
は
一
部

で
あ
る
。

（
問
）
災
害
時
の
避
難
場

所
は
、
地
区
公
民
館
の
他

に
、
学
校
の
体
育
館
も
考

え
て
は
ど
う
か
。
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問答

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
ど
う
す
る

住
民
み
ん
な
の
幸
せ
の
た
め
に
動
い
て
い
く

坂本勇治 議員

（
問
）
就
任
一
年
半
が
過

ぎ
た
。
働
き
や
す
さ
と
意

欲
を
持
っ
て
働
け
る
職
場

に
な
っ
て
い
る
か
。

（
町
長
）
職
員
が
生
き
生

き
と
働
け
る
職
場
を
目
指

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
一
番
に
や
っ
て
き
た
。

　私
の
考
え
や
住
民
ニ
ー

ズ
を
職
員
と
共
有
で
き
る

よ
う
月
曜
日
に
朝
礼
を
行

い
、
内
容
を
他
の
部
署
へ

回
覧
版
で
伝
え
て
い
る
。

　ま
た
、
住
民
の
た
め
に

何
が
必
要
か
を
見
直
し
、

若
手
世
代
も
含
め
て
、
失

敗
を
恐
れ
ず
新
た
な
取
組

に
も
ト
ラ
イ
し
て
い
く
よ
う

に
伝
え
て
い
る
。
少
し
ず

つ
相
談
の
し
や
す
い
風
通

し
の
よ
い
職
場
に
な
っ
て

き
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

（
問
）
「
や
り
が
い
の
あ

る
職
場
」
が
大
事
。
現
時

点
で
の
課
題
と
取
り
組
み

は
。

（
町
長
）
一
つ
目
は
、
声

の
大
き
い
意
見
と
か
要
望

に
対
し
て
、
今
過
度
に
反

応
し
て
仕
事
を
し
て
い
る

と
感
じ
て
い
る
。
住
民
み

ん
な
の
幸
せ
の
た
め
に
動

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

二
つ
目
は
、
自
分
の
担
当

以
外
の
業
務
に
目
が
い
か

な
い
傾
向
が
あ
り
、
組
織

力
が
生
か
さ
れ
て
い
な
い

と
感
じ
て
い
る
。
今
後
、

政
策
力
や
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
力
を
、
若
い
内
か
ら
育

成
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、

人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
職
員
研
修
）を
進
め
て
行

く
。

（
問
）
法
令
や
規
則
の
目

的
を
知
り
、
時
代
に
合
っ

た
※

Ｒ
Ｐ
Ａ
化
を
望
む
が
、

事
務
的
業
務
の
効
率
化
は

進
ん
で
い
る
か
。

（
町
長
）
※

Ｒ
Ｐ
Ａ
化
で
事

務
仕
事
の
見
直
を
進
め
て

き
て
い
る
。
効
率
化
に
向

け
日
々
取
り
組
ん
で
い
る
。

　職
員
の
出
退
勤
の
就
業

管
理
に
関
し
て
、
打
刻
式

で
記
録
し
た
も
の
を
手
計

算
で
集
計
を
し
て
い
た
が
、

カ
ー
ド
で
個
々
の
職
員
の

デ
ー
タ
が
一
覧
表
で
反
映

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

小
さ
な
改
善
だ
が
少
し
ず

つ
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

　ま
た
、各
課
で
共
有
す
る

文
書
を
電
子
デ
ー
タ
化
し
、

回
覧
し
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る

こ
と
で
一
つ
の
文
章
を
作

り
上
げ
る
と
い
う
よ
う
な

こ
と
も
始
め
て
い
る
。

　今
後
も
効
率
化
に
向
け

て
、
電
子
化
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

（
問
）
町
の
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
が
遅
々
と
し
て
進
ん

で
い
な
い
が
、
今
後
の
進

め
方
は
。

（
町
長
）
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
は
大
変
大
き
い
概
念
だ
。

情
報
の
即
時
共

有
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
は
あ
る

が
、
ど
の
業
務

を
対
象
に
す
る

か
の
洗
い
出
し

を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
令
和
４

年
度
に
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
の

前
提
と
な
る
庁

舎
内
の
無
線
化

を
計
画
し
て
い

る
。

（
問
）
今
後
の

ス
ク
ー
ル
バ
ス

は
、
地
域
や
そ

の
年
の
児
童
の

人
数
や
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
時

間
設
定
に
し
て
、
町
内
全

体
を
対
象
に
す
る
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
る
が
い
か

が
か
。
保
育
園
の
送
迎
も

含
め
て
検
討
を
。

（
町
長
）
車
の
大
き
さ
等

を
変
え
な
が
ら
の
運
行
は
、

今
後
必
要
だ
と
考
え
る
。

保
護
者
へ
の
負
担
軽
減
で
、

通
学
便
の
無
料
化
を
実
施

し
て
い
く
が
、
健
康
面
や

地
域
特
性
か
ら
徒
歩
通
学

の
必
要
性
も
聞
く
。
制
度

改
正
も
含
め
今
後
検
討
し

て
い
く
。

（
問
）
リ
ニ
ア
新
幹
線
開

通
後
の
町
づ
く
り
で
、
道

路
網
や
高
速
通
信
網
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
を
ど
の
様
に

考
え
て
い
る
か
。

（
町
長
）
リ
ニ
ア
開
通
の

メ
リ
ッ
ト
を
活
性
化
に
つ

な
げ
る
こ
と
は
重
要
だ
。

研
究
施
設
の
誘
致
な
ど
提

案
さ
れ
て
お
り
、
２
次
交

通
も
広
域
で
も
検
討
し
て

い
る
。

町民のニーズとかけ離れた実証実験、早期改善を望む

※
Ｒ
Ｐ
Ａ
＝
定
型
作
業
を
、パ
ソ
コ
ン
の
中
に
あ
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
型
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
代
行
・
自
動
化
す
る

　
　
　
　
　概
念
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森谷岩夫 議員

問答

持
続
可
能
な
果
樹
産
地
の
構
築
は

魅
力
あ
る
産
業
に
な
る
よ
う
努
力
す
る

（
問
）
今
、
町
の
就
農
人

口
は
お
お
よ
そ
１
２
０
０

人
。
全
人
口
の
12
％
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
特
に

果
樹
産
業
に
つ
い
て
は
松

川
町
の
基
幹
だ
と
思
う
が
、

後
継
者
難
で
こ
の
先
不
安

が
大
き
い
。
キ
ラ
リ
と
光

る
松
川
町
で
あ
る
た
め
に

も
、
持
続
可
能
な
仕
組
み

が
大
切
だ
。
ど
う
構
築
し

て
い
く
か
。

（
町
長
）
個
々
の
経
営
体

が
安
定
し
た
形
を
継
続
し

な
い
と
後
継
者
が
入
り
に

く
い
。
農
業
に
誇
り
と
や

り
が
い
を
見
つ
け
る
こ
と

が
大
切
だ
。
儲
か
る
事
ば

か
り
を
言
う
の
で
は
な
い
。

環
境
や
気
象
条
件
に
耐
え

う
る
形
も
大
事
だ
。
今
ま

で
の
歴
史
を
大
事
に
し
な

が
ら
、
魅
力
あ
る
果
樹
産

業
に
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）
家
業
と
し
て
農
業

を
継
ぐ
皆
さ
ん
や
、
果
物

作
り
を
す
る
た
め
に
松
川

町
に
移
住
し
て
来
ら
れ
る

方
へ
の
支
援
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

（
産
業
観
光
課
長
）
個
人

給
付
と
し
て
親
元
就
農
者

の
支
援
助
成
金
、
仲
間
づ

く
り
や
団
体
の
活
動
支
援

金
、
松
川
農
業
未
来
塾
の

開
講
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。
移
住
者
の
就
農
相
談

は
増
え
て
い
る
。
支
援
セ

ン
タ
ー
「
み
ら
い
」
で
随

時
受
け
付
け
て
い
る
。
現

場
案
内
や
見
学
、
年
齢
や

キ
ャ
リ
ア
に
応
じ
た
将
来

設
計
の
相
談
、
南
信
州
担

い
手
就
農
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
の
連
携
等
を
し
て
い

る
。
ま
た
町
独
自
で
地
域

お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
使

い
、
果
樹
農
業
研
修
制
度

を
行
っ
て
い
る
。
現
在
２

名
の
方
が
取
り
組
ん
で
い

る
。
５
年
を
目
安
に
自
立

で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
る
。

（
問
）
政
策
と
し
て
は
わ

か
る
が
、
途
中
で
断
念
し

て
離
農
す
る
方
も
目
に
付

く
。
そ
う
い
う
事
例
か
ら

学
ぶ
こ
と
は
な
い
の
か
。

せ
っ
か
く
松
川
で
と
考
え

て
就
農
し
て
く
れ
て
も
、

支
援
の
仕
方
に
問
題
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

（
町
長
）
関
係
機
関
や
農

業
諸
組
織
、
そ
れ
に
地
域

の
方
々
と
結
び
付
け
て
い

く
支
援
が
ま
だ
不
足
し
て

い
た
と
思
う
。

（
問
）
支
援
の
柱
と
し
て

ま
ず
住
む
と
こ
ろ
、
そ
れ

か
ら
や
は
り
経
済
的
な
支

援
が
必
要
だ
。
国
の
政
策

に
乗
る
支
援
ば
か
り
で
な

く
、
も
う
少
し
長
く
見

守
っ
て
町
独
自
の
支
援
策

も
考
え
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

（
産
業
観
光
課
長
）
地
域

と
の
つ
な
が
り
が
大
切
で
、

移
住
し
て
き
た
方
が
住
む

地
域
の
中
に
、
世
話
を
す

る
係
を
作
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
の
か
な
と
考
え
る
。

住
む
と
こ
ろ
は
地
域
で
生

の
情
報
を
い
た
だ
い
て
考

え
て
い
き
た
い
。
販
路
の

開
拓
も
Ｊ
Ａ
や
地
域
の
皆

さ
ん
の
手
助
け
も
い
た
だ

い
て
考
え
た
い
。
ま
た
町

独
自
の
補
助
金
は
用
意
し

て
い
る
が
、
３
年
５
年
が

終
わ
っ
た
後
に
つ
い
て
は
、

財
源
の
こ
と
も
あ
る
の
で
、

検
討
が
必
要
だ
と
思
う
。

今
ま
で
の
就
農
者
の
対
応

が
う
ま
く
い
か
な
い
面
も
、

反
省
す
る
な
か
で
検
討
し

て
い
き
た
い
。
支
援
が
大

切
だ
と
い
う
こ
と
は
十
分

認
識
し
て
い
る
。

（
意
見
）
地
元
で
生
ま
れ

た
者
だ
け
が
後
継
者
で
は

な
い
。
自
分
た
ち
の
夢
や
、

一
生
を
か
け
て
町
へ
来
て

く
れ
る
就
農
希
望
者
を
大

事
に
育
て
て
い
き
た
い
。

産
地
と
は
大
勢
の
塊
を
指

す
言
葉
で
、
一
人
二
人
の

篤
農
家
が
い
て
も
産
地
と

は
呼
ば
な
い
。
行
政
は
み

ん
な
で
生
き
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
施
策
を
い
つ
も

提
案
し
て
ほ
し
い
。

特産の「南水」梨　今年は高値でうれしい出荷作業だ
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問答

本
会
議
の
重
要
性
を
ど
う
考
え
る

き
ち
ん
と
し
た
議
論
が
必
要

米山郁子 議員

（
問
）
第
２
回
議
会
臨
時

会
に
お
い
て
、
小
規
模
事

業
者
家
賃
支
援
の
予
算
が

１
千
万
円
計
上
さ
れ
、
支

給
対
象
月
が
令
和
２
年
２

月
～
４
月
で
あ
っ
た
の
で
、

支
給
対
象
の
月
が
コ
ロ
ナ

に
影
響
さ
れ
る
前
の
月
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
。
町
長

か
ら
は
支
給
対
象
月
を
検

討
す
る
と
い
う
答
弁
を
頂

い
た
。
し
か
し
通
知
さ
れ

た
内
容
が
変
更
と
な
っ
て

い
た
。

　私
達
議
員
は
行
政
側
か

ら
提
案
さ
れ
た
事
業
の
金

額
だ
け
で
は
な
く
内
容
に

つ
い
て
も
審
議
し
て
い
る
。

　町
長
は
本
会
議
で
の
議

案
の
重
要
性
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

（
町
長
）
も
う
少
し
対
象

月
を
広
げ
ら
れ
な
い
の
か

と
い
う
話
の
中
で
、
検
討

す
る
こ
と
を
申
し
上
げ
た

こ
と
を
根
拠
に
対
象
月
を

拡
大
す
る
よ
う
に
変
更
し

た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

対
策
も
矢
次
早
に
や
っ
て

い
く
な
か
で
、
元
の
予
算

を
変
更
せ
ず
に
運
用
上
で

少
し
動
か
し
た
。
本
会
議

の
重
要
性
は
認
識
し
て
い

る
。

（
問
）
な
ぜ
本
会
議
で
採

択
さ
れ
た
内
容
と
違
う
状

況
に
な
っ
た
か
を
考
え
る

と
、
議
会
全
員
協
議
会
資

料
配
布
が
前
日
で
あ
り
、

ま
た
当
日
配
布
さ
れ
る
場

合
も
あ
る
こ
と
に
よ
る
、

全
員
協
議
会
で
の
協
議
不

足
が
原
因
で
あ
る
と
思
う

が
。
こ
の
状
況
に
つ
い
て

認
識
は
あ
る
の
か
。

（
町
長
）
全
員
協
議
会
の

資
料
は
過
去
、
当
日
配
布

で
あ
っ
た
。
事
前
に
目
通

し
を
し
た
方
が
よ
い
と
い

う
こ
と
で
、
前
日
配
布
に

努
力
を
し
て
変
わ
っ
て
き

て
い
る
。
こ
れ
が
原
因
で

協
議
不
足
と
い
う
こ
と
は

一
概
に
は
言
え
な
い
。
期

日
ま
で
に
取
り
ま
と
め
、

資
料
と
し
て
前
日
配
布
を

基
本
と
し
て
や
っ
て
い
く
。

　全
員
協
議
会
の
回
数
を

増
や
し
て
密
に
協
議
を
重

ね
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

（
問
）
補
正
予
算
第
６
回

で
７
，
７
０
０
万
円
が
専

決
処
分
で
報
告
さ
れ
た
。

飯
島
町
で
は
令
和
２
年
の

１
月
か
ら
５
回
の
臨
時
会

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
多

い
の
が
良
い
わ
け
で
は
な

い
が
、
町
長
の
議
会
に
対

す
る
姿
勢
、
誠
実
さ
は
あ

る
の
か
。

（
町
長
）
当
然
、
誠
意
を

も
っ
て
や
っ
て
い
る
。
災

害
対
応
と
対
策
で
緊
急
的

な
も
の
で
専
決
処
分
を
し

た
。
き
ち
ん
と
し
た
議
論

が
必
要
で
あ
り
、
重
要
性

は
認
識
し
て
い
る
。
災
害

な
ど
で
迅
速
な
対
応
が
必

要
と
判
断
し
た
場
合
で
も
、

議
会
を
開
催
し
て
審
議
し

て
い
た
だ
く
と
い
う
原
則

は
改
め
て
立
ち
返
り
た
い
。

（
意
見
）
障
が
い
者
就
労
施
設
に
は
Ａ
型
と
Ｂ
型
が

あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
売
上
が
減
少
し
て
い
る

施
設
も
あ
る
な
か
で
、
Ａ
型
の
就
労
者
の
方
に
は
雇

用
調
整
助
成
金
が
適
用
さ
れ
る
。
し
か
し
Ｂ
型
で
の

就
労
者
の
方
に
は
適
用
が
さ
れ
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
障
が
い
者
年
金
と
就
労
工
賃
を
頼
り
に
生
活
を

し
て
い
る
。
少
数
で
は
あ
る
が
町
と
し
て
目
を
向
け

て
い
た
だ
き
た
い
。

地方自治は二元代表制

住　　民

チェック
＆

バランス

首長 議員

選挙 選挙

問

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
町
の
施
策
」

と
し
て
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佐藤史人 議員

問答

松
川
町
環
境
保
全
型
農
業
推
進
事
業
は

学
校
給
食
へ
の
食
材
提
供
か
ら

（
問
）
こ
の
事
業
の
現
状

と
課
題
は
。

（
町
長
）
松
川
町
は
、
現

在
約
２
４
８
ha
の
遊
休
農

地
が
あ
る
。
今
ま
で
行
っ

て
き
た
遊
休
農
地
対
策
に

加
え
て
、
住
民
一
人
ひ
と

り
の
農
業
と
の
関
わ
り
が

大
切
と
な
っ
て
い
る
。

（
問
）
こ
の
事
業
の
目
的

と
企
画
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
。

（
産
業
観
光
課
長
）
住
民

一
人
ひ
と
り
と
農
地
の
関

わ
り
を
大
事
に
し
て
い
き

た
い
。

　ふ
れ
あ
い
ガ
ー
デ
ン
の

取
り
組
み
を
通
じ
て
、
町

の
豊
か
な
自
然
や
気
候
風

土
の
保
全
再
生
と
い
う
こ

と
で
、環
境
に
や
さ
し
い
農

業
に
よ
る
当
町
の
農
畜
産

物
を
活
用
し
た
子
ど
も
た

ち
へ
の
食
事
＝
学
校
給
食

の
食
材
の
提
供
を
推
奨
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の
食
生

活
、
豊
か
な
食
生
活
に
よ

る
健
や
か
な
成
長
の
実
現

に
寄
与
す
る
こ
と
。
遊
休

農
地
の
利
活
用
を
通
じ
て
、

農
地
の
有
効
利
用
、
農
業

振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
行
っ
て
い
る
。

（
問
）
こ
の
事
業
の
推
進

協
議
会
の
立
ち
上
げ
は
。

（
産
業
観
光
課
長
）
環
境

保
全
推
進
協
議
会
は
20
名

位
で
考
え
て
い
る
。

（
問
）
こ
の
事
業
の
重
要

な
点
は
、
有
機
農
業
と
有

機
食
材
で
学
校
給
食
を
や

ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
そ
の
取
り
組
み
は
。

（
産
業
観
光
課
長
）
実
施

圃
場
で
の
実
績
は
、
米
、

じ
ゃ
が
い
も
、
に
ん
じ
ん
、

タ
マ
ネ
ギ
、
ネ
ギ
の
５
種

類
。
講
師
は
、
自
然
農
法

国
際
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

（
松
本
市
波
田
）
で
、
年

10
回
の
研
修
会
を
予
定
し
、

現
在
５
回
が
開
催
済
。

（
問
）
学
校
給
食
と
の
関

わ
り
で
今
後
予
定
さ
れ
て

い
る
事
業
は
、
何
か
。

（
産
業
観
光
課
長
）
今
年

度
も
給
食
試
食
会
を
計
画

し
て
い
る
。
11
月
の
食
育

の
日
（
毎
月
19
日
）
参
観

日
に
合
わ
せ
て
行
い
た
い
。

ま
た
、
実
施
圃
場
に
参
加

し
て
い
た
だ
い
た
生
産
者

の
皆
さ
ん
や
、
講
師
の
先

生
方
も
一
緒
に
交
流
出
来

れ
ば
良
い
と
考
え
て
い
る
。

（
意
見
）
有
機
農
産
物
や

伝
統
野
菜
を
学
校
給
食
等

で
利
用
し
て
み
る
と
期
待

さ
れ
る
教
育
効
果
が
あ
る
。

食
農
教
育
の
推
進
、
地
産

地
消
の
拡
大
、
環
境
保
全

の
理
解
醸
成
、
伝
統
の
継

承
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　こ
の
事
業
は
、
農
と
食

を
結
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と

し
て
小
さ
く
産
ん
で
大
き

く
育
て
て
ほ
し
い
。

問答

行
政
評
価
の
導
入
と
活
用
は

10
月
に
行
政
評
価
委
員
会

（
問
）
行
政
評
価
の
現
状

と
課
題
は
。

（
町
長
）
今
年
度
は
、
第

５
次
総
合
計
画
改
訂
版
の

実
現
に
向
け
て
、
行
政
評

価
の
観
点
、
方
法
と
そ
れ

に
と
も
な
う
シ
ー
ト
の
見

直
し
を
行
っ
て
る
。

　行
政
評
価
委
員
会
は
、

10
月
に
開
催
し
、
11
月
に

議
会
全
員
協
議
会
に
提
出

す
る
予
定
。

　総
合
計
画
の
進
捗
管
理

に
な
り
が
ち
だ
っ
た
も
の

を
、ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
、要

は
ど
う
効
果
が
あ
っ
た
か

と
い
う
検
証
に
し
て
い
か

な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

（
意
見
）
決
算
と
総
合
計

画
の
進
捗
状
況
を
見
る
中

で
、分
か
り
や
す
く
、透
明

性
の
高
い
行
政
運
営
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

今
ま
で
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
評
価
で

は
な
く
、Ａ
＝
継
続
、Ｂ
＝

改
善
が
必
要
、
Ｃ
＝
も
う

こ
れ
は
止
め
る
。
そ
う

い
っ
た
判
断
が
不
可
欠
だ
。

行
政
評
価
制
度
を
活
用
し

て
も
ら
い
、
施
策
や
事
業

を
定
期
的
に
診
断
し
、
行

政
評
価
を
機
能
さ
せ
る
効

果
的
な
活
用
手
法
を
学
ん

で
も
ら
い
予
算
編
成
に
役

立
て
て
欲
し
い
。

―圃場研修―（松本市波田）
自然農法国際研究開発センターにて



松川町議会だより　2020.10.14　No.14923

問答

議
会
を
欺
く
町
長
の
行
動
は
如
何
な
も
の
か
？

集
会
は
皆
さ
ん
や
っ
て
い
る
こ
と

黒澤哲郎 議員

（
問
）
町
長
就
任
以
来
、

未
だ
新
た
な
改
革
政
策
の

具
体
案
が
出
て
こ
な
い
が

い
つ
ま
で
に
案
を
示
す
の

か
。

（
町
長
）
清
流
苑
に
つ
い

て
経
営
体
型
を
変
え
て
い

く
。
自
治
会
、
少
子
化
の

問
題
に
つ
い
て
も
動
き
出

し
て
は
い
る
が
、
い
つ
ま

で
に
と
は
ま
だ
言
え
る
段

階
で
は
な
い
。

（
意
見
）
い
つ
ま
で
に
課

題
解
決
す
る
か
で
な
く
、

ま
ず
政
策
具
体
案
を
い
つ

ま
で
に
作
成
す
る
か
だ
。

（
問
）
良
い
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
に
は
、

し
っ
か
り
と
し
た
事
業
計

画
が
必
要
だ
。
問
題
有
り

の
案
が
多
く
、
議
会
で
修

正
し
て
い
る
現
状
。
議
会

と
の
十
分
な
議
論
が
必
要

だ
が
、
な
ぜ
委
員
会
、
全

員
協
議
会
を
要
請
し
な
い

の
か
。

（
町
長
）
省
略
す
る
つ
も

り
は
な
い
が
提
案
権
の
中

で
議
論
を
し
て
い
る
。
皆

で
議
論
す
る
場
は
少
な
い

と
感
じ
て
い
る
が
可
能
な

限
り
増
や
し
て
い
る
。

（
意
見
）
当
初
予
算
も
本

来
な
ら
否
決
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
っ
た
。
議
論
の
場

を
軽
視
す
る
行
政
運
営
は

問
題
で
あ
る
。
町
長
の
姿

勢
は
改
め
る
べ
き
だ
。

（
問
）
国
保
の
税
額
決
定

に
関
わ
る
収
納
率
の
間
違

い
を
指
摘
し
た
が
、
訂
正

も
し
な
い
で
押
し
通
し
た
。

あ
り
得
な
い
課
の
対
応
に

町
長
は
同
調
し
た
。
修
正

し
て
検
討
し
直
す
指
示
を

す
べ
き
で
は
。
ま
た
上
片

桐
公
民
館
の
エ
ア
コ
ン
設

置
も
夏
が
終
わ
っ
て
か
ら

の
発
注
と
な
っ
た
。
コ
ロ

ナ
対
策
で
忙
し
く
対
応
で

き
な
か
っ
た
で
は
言
い
訳

に
な
ら
な
い
。
業
務
管
理
、

指
導
が
で
き
て
い
な
い
の

で
は
。

（
町
長
）
エ
ア
コ
ン
が
夏

に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
こ

と
は
申
し
訳
な
い
と
思
っ

て
い
る
。
私
の
監
督
不
行

届
と
い
う
部
分
も
確
か
に

あ
る
と
思
う
。

（
問
）
（
仮
称
）
元
気
セ
ン

タ
ー
の
検
討
資
料
で
は
他

に
良
い
候
補
地
が
な
い
と

記
さ
れ
て
い
る
が
実
際
は

何
も
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。

検
討
委
員
会
で
は
、
町
の

考
え
に
つ
い
て
、
ひ
と
通

り
意
見
を
聞
く
だ
け
で
、

後
は
町
で
決
め
る
と
い

う
。
こ
れ
で
は
検
討
委
員

会
は
形
式
的
な
も
の
に
過

ぎ
な
い
。
こ
う
い
う
や
り

方
が
他
に
も
多
々
見
ら
れ

る
。
町
の
姿
勢
は
こ
れ
で

良
い
の
か
。
旧
青
年
の
家

の
後
利
用
の
問
題
は
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
少

な
い
か
ら
追
加
で
若
者
の

意
見
を
聞
く
と
提
案
。
通

常
は
パ
ブ
コ
メ
が
最
終
段

階
。
意
見
を
聞
く
な
ら
公

平
か
つ
客
観
性
が
あ
る
よ

う
に
行
う
よ
う
指
摘
す
る

も
、
計
画
資
料
か
ら
削
除

し
て
強
行
実
施
し
た
経
緯

の
議
会
答
弁
で
は
、「
集

会
に
参
加
し
て
意
見
を
聞

い
た
だ
け
」
と
答
弁
。
事

実
は
開
催
通
知
を
配
布
し
、

町
主
導
で
実
施
し
て
い
た
。

答
弁
と
異
な
る
行
動
で
は

な
い
か
。

（
町
長
）
地
域
を
回
っ
て

意
見
を
聞
く
の
は
私
の
政

治
姿
勢
。
い
ろ
ん
な
と
こ

ろ
に
行
っ
て
い
る
の
で
、何

か
の
会
議
で
聞
く
の
も
あ

れ
ば
開
催
し
た
の
も
あ
る
。

（
問
）
町
長
は
一
部
の
住

民
を
集
め
て
「
議
会
に
い

じ
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
青

年
の
家
の
解
体
に
賛
同
し

て
欲
し
い
」
な
ど
と
言
っ

て
い
る
と
言
う
情
報
が
あ

る
が
、
本
当
か
。

（
町
長
）
私
の
思
い
を

言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
直

接
選
挙
で
選
ば
れ
て
い
る

私
の
仕
事
だ
。
私
に
し
か

で
き
な
い
話
で
は
な
く

色
々
な
方
が
や
っ
て
い
る

こ
と
。
皆
を
集
め
て
煽
っ

て
い
る
と
か
民
意
を
作
っ

て
い
る
と
か
に
な
ら
な
い

よ
う
気
を
付
け
て
は
い
る

が
、
こ
れ
か
ら
も
や
っ
て

い
く
。
話
題
に
な
っ
て
貰

え
れ
ば
い
い
。
議
会
の
い

じ
め
は
同
意
す
る
形
で

言
っ
た
。

（
意
見
）
議
会
答
弁
で
は

議
会
の
意
見
を
尊
重
し
民

意
を
公
平
に
聞
い
て
判
断

し
て
い
く
と
言
い
な
が
ら

異
な
る
活
動
を
し
て
い
る
。

町
長
の
立
場
と
し
て
如
何

な
も
の
か
。
恣
意
的
な
情

報
だ
け
を
流
し
意
見
を
誘

導
し
て
い
る
こ
と
に
他
な

ら
な
い
。
こ
れ
で
は
信
頼

関
係
は
作
れ
な
い
。

（
問
）
太
陽
の
会
か
ら
の

意
見
広
告
に
対
し
真
偽
を

発
信
す
べ
き
で
は
。
町
民

は
疑
念
を
持
っ
て
い
る
が
。

（
町
長
）
議
会
の
皆
さ
ん

の
頭
を
飛
び
越
え
て
い
ち

い
ち
反
応
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。
こ
の
場
で

話
す
こ
と
で
は
な
い
。
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　このメンバーでの編集作業も

最後になりました。読みやす

い分かりやすいが常に課題です。

　皆様には心から感謝申し上げ

ます。

2020.10.14
N

o.149
米
山
俊
孝

祖
父
母
の
い
な
い
松
川
町
で
の
子
育
て 

（
町
内
在
住
）

　松

　川

　良

　子

（
仮
名
）

松川少年少女柔道クラブ

タイトルの「I Have a Dream」は、ノーベル平和賞を受賞したキング牧
師の演説の一節。職と自由を求めたこの有名な演説は、公民権運動に
大きな影響を与え、未来を切り開いた。

　「礼に始まり礼に終わる」という言葉がありますが、武道だ
けに限らず物事全てに通じるものだと考えます。それを第一
にふまえて、まずは皆さんに柔道の楽しさを知ってもらう事
が一番だと思います。
　興味のある方や、一度柔道をやってみたいと思う方はぜ
ひ、道場に見学に来て下さい。
　「一本、それまで！」は気持ち良いですよ。

活動時間：毎週月・土曜日　18：30～21：00
募集対象：小中学生　　場所：町民体育館

I Have a Dream!I Have a Dream!I Have a Dream!私には夢がある
未来に羽ばたく若者●子どもたち

（部　長）

坂 本 勇 治

（副部長）

大 蔵 　洋

中 平 文 夫

（部　員）

松 井 悦 子

森 谷 岩 夫

川瀬八十治

米 山 郁 子

広 報 部
（編集委員会）

　私
は
県
外
出
身
で
、
私
の
実
家

は
も
ち
ろ
ん
、
夫
の
実
家
も
車
で

１
時
間
以
上
か
か
る
場
所
で
す
。

私
た
ち
夫
婦
が
松
川
町
の
住
人
に

な
り
、
10
年
以
上
が
経
ち
ま
し
た
。

こ
の
10
年
で
、
就
職
し
、
結
婚
し
、

子
ど
も
を
３
人
出
産
し
ま
し
た
。

　私
の
仕
事
が
終
わ
ら
ず
残
業
が

必
要
な
時
も
、
２
人
目
と
３
人
目

を
出
産
し
た
時
も
、
夫
が
出
張
で

１
週
間
ほ
ど
家
を
留
守
に
す
る
時

も
、
自
分
が
40
度
近
い
高
熱
で
病

院
に
行
き
た
い
時
も
、
何
を
す
る

に
も
私
た
ち
夫
婦
は
、
私
た
ち
２

人
で
す
べ
て
を
解
決
し
、
２
人
で

乗
り
越
え
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん

で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
や
病
院
の
病
児
保
育
制

度
に
登
録
し
、
万
が
一
の
備
え
は

し
て
あ
り
ま
し
た
が
、「
万
が
一
」

で
は
な
く
「
日
々
の
生
活
」
が
常

に
綱
渡
り
状
態
で
あ
る
よ
う
に
感

じ
て
い
ま
す
。

　あ
る
日
、
子
ど
も
が
学
校
に
行

き
た
く
な
い
と
言
い
始
め
ま
し
た
。

学
校
か
ら
泣
い
て
帰
っ
て
く
る
日

も
何
日
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
に
子
ど
も
に
一
過
性
の
チ
ッ
ク

症
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
で
は
学

校
が
楽
し
く
て
毎
日
早
朝
か
ら
学

校
に
向
か
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
治
る
ま
で
に
は
１
年
く
ら
い

が
経
っ
て
い
ま
し
た
。

　女
性
も
当
た
り
前
に
働
く
よ
う

に
な
り
、
多
種
多
様
な
家
族
が
増

え
、
子
ど
も
の
表
情
を
見
て
、
温

か
い
ご
は
ん
を
食
べ
て
、
た
く
さ

ん
笑
っ
て
、
一
緒
に
お
風
呂
に

入
っ
て
一
緒
に
寝
る
、
そ
ん
な
当

た
り
前
の
こ
と
す
ら
我
が
家
の
よ

う
に
必
死
な
家
庭
も
少
な
く
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
そ
の
影
響
は
確
実
に
子
ど
も

た
ち
に
出
て
い
ま
す
。

　ど
う
か
都
会
だ
け
の
問
題
と
捉

え
る
の
で
は
な
く
、
今
以
上
に
子

育
て
支
援
や
子
ど
も
へ
の
支
援
が

拡
充
し
、
松
川
町
に
住
む
す
べ
て

の
子
ど
も
た
ち
が
今
よ
り
笑
っ
て

生
き
や
す
く
な
る
よ
う
切
に
願
っ

て
い
ま
す
。

2 年間ありがとうございました


